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昭
和
六
十
二
年
度

施
政
方
針

卜

ハイテク時代へ向かっての

快適な住みよいまちづくり

　
第
一
一
百
二
十
三
回
白
石
市
議
会

定
例
会
が
三
月
五
日
か
ら
一
一
一
月
十

八
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
議
会
開
会
日
に
川
井
市
長
か

ら
昭
和
六
十
二
年
度
を
迎
え
る
に

あ
た
っ
て
の
市
政
全
般
に
わ
た
る

施
政
方
針
の
所
信
表
明
が
行
な
わ

　
本
日
、
こ
こ
に
第
二
百
二
十
三
回

臼
石
市
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
る

に
当
た
り
、
今
後
の
市
政
運
営
に
つ

い
て
所
懐
の
一
端
を
述
べ
、
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、
政
府
は
百
四

十
三
兆
円
の
国
債
残
高
等
財
政
を
取

り
巻
く
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増

す
な
か
で
、
経
済
の
着
実
な
発
展
と

国
民
生
活
の
安
定
、
向
上
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
財
政
の
改
革
を
強
力

に
推
進
し
、
そ
の
対
応
力
の
回
復
を

図
る
こ
と
が
緊
要
で
あ
り
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
応
じ
て
、
更
に
歳

出
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
合
理
化
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
歳
入
に
つ
い

て
も
見
直
し
を
行
う
方
針
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
各
種
施
策
に
つ
き
ま

し
て
優
先
順
位
の
厳
し
い
選
択
を
行

れ
、
総
合
計
画
の
策
定
、
教
育
施

設
の
整
備
充
実
、
企
業
誘
致
、
グ
、

リ
ー
ン
ト
ピ
ア
の
推
進
な
ど
ハ
イ

テ
ク
時
代
に
向
か
っ
て
の
よ
り
快

適
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
め
帰

ざ
す
施
策
の
概
要
が
発
表
さ
れ
ま
U

し
た
。

う
と
と
も
に
、
財
源
の
重
点
的
、
効

率
的
な
配
分
を
図
り
既
定
経
費
の
縮

減
に
よ
る
財
源
の
捻
出
、
一
般
行
政

経
費
の
抑
制
、
補
助
金
等
の
整
理
・
合

理
化
等
を
図
る
一
方
、
地
方
団
体
に

対
し
ま
し
て
も
、
国
と
同
一
の
基
調

に
よ
り
、
歳
出
を
極
力
抑
制
す
る
と

と
も
に
、
一
般
行
政
経
費
の
節
減
含

理
化
を
行
い
、
財
源
の
重
点
的
、
か

つ
効
率
的
な
配
分
と
節
度
あ
る
財
政

運
営
を
図
る
よ
う
要
請
を
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、
本
市

に
お
き
ま
し
て
も
、
地
方
行
革
大
綱

に
基
づ
き
、
こ
の
厳
し
い
行
財
政
に

対
応
す
べ
く
最
大
限
の
努
力
を
傾
注

し
、
一
応
の
成
果
を
得
て
ま
い
り
ま

し
た
が
、
更
に
こ
れ
を
推
進
し
、
市

民
の
福
祉
、
社
会
資
本
の
充
実
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
第
三
次
白
石
市

　
　
　
総
合
計
画
の
策
定

　
私
が
昭
和
六
十
二
年
度
の
重
点
施

策
と
し
て
考
え
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、

第
一
に
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
の

策
定
で
あ
り
ま
す
・

　
現
在
、
本
市
の
行
政
運
営
の
指
針

と
し
て
お
り
ま
す
白
石
市
新
総
含
計

画
は
、
昭
和
五
十
三
年
に
策
定
し
た

も
の
で
、
八
年
程
経
過
し
ま
し
た
が
、

こ
の
計
画
策
定
時
に
は
予
想
し
得
な

か
っ
た
、
ま
た
予
想
を
超
え
る
社
会

情
勢
の
変
化
な
ど
、
計
画
を
取
り
巻

く
状
況
が
大
き
く
変
化
し
て
き
ま
し

た
の
で
、
国
際
情
勢
、
社
会
環
境
の

変
化
に
対
応
し
た
二
十
一
世
紀
を
見

据
え
た
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
、
昭
和
六
十
二
、
六
十

三
年
度
の
二
年
間
で
全
面
的
に
見
直

す
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
尚
、
上
位
計
画
と
し
て
の
第
四
次

全
国
総
含
開
発
計
画
も
間
も
な
く
発

表
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
昨
年
策

定
さ
れ
た
宮
城
県
第
三
次
長
期
総
合

計
画
と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

国
際
化
、
情
報
化
、
高
齢
化
、
都
市

化
、
技
術
革
新
に
対
応
し
た
自
石
ら

し
い
計
画
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。義

務
教
育
施
設
の

　
　
　
　
　
　
整
備
充
実

　
第
二
に
義
務
教
育
施
設
の
整
備
充

実
に
努
め
ま
す
。
人
間
形
成
の
基
礎

で
あ
る
義
務
教
育
の
面
か
ら
、
永
い

間
本
市
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
臼
石

市
立
東
中
学
校
校
舎
は
、
昨
年
着
工

い
た
し
本
年
八
月
完
成
を
目
標
に
概

ね
予
定
ど
お
り
進
捗
し
て
お
り
ま
す

の
で
引
き
続
い
て
屋
内
運
動
場
を
建

設
し
、
取
り
付
け
道
路
及
び
通
学
路
、

環
境
等
の
整
備
を
行
い
、
昭
和
六
十

三
年
四
月
開
校
に
向
け
、
学
校
運
営

計
画
も
併
せ
て
準
備
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
次
に
白
石
中
学
校
の
改
築
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
六
十
三
年
度

か
ら
二
か
年
で
改
築
い
た
す
た
め
、

そ
の
設
計
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
斎
川
小
学
校
校
庭
の
拡
張
整

備
等
教
育
環
境
整
備
に
努
力
を
続
け

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
　
企
業
誘
致
の

　
　
　
　
　
積
極
的
推
進

　
第
三
は
、
企
業
誘
致
を
積
極
的
に

進
め
ま
す
。
近
年
の
高
速
交
通
網
の

整
備
や
企
業
誘
致
な
ど
の
諸
施
策
に

よ
り
、
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の

ウ
エ
イ
ト
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
更

に
農
業
の
機
械
化
、
農
地
の
流
動
化

に
伴
い
、
余
剰
労
働
力
の
発
生
、
若

年
労
働
者
の
農
業
離
れ
等
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
本
市
の
基
本
目
標
で
あ

2

る
農
業
と
工
業
の
調
和
の
と
れ
た
ま

ち
づ
，
・
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
工

業
の
誘
致
を
積
極
的
に
促
進
し
、
農

家
所
得
の
向
上
と
安
定
し
た
就
労
の

場
の
確
保
を
図
り
、
住
み
よ
い
定
住

の
場
に
整
備
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
基
盤
づ
く
り
の
た
め
に
深
谷

尽

佐
久
来
地
区
に
八
万
七
千
平
方
メ
i

ト
ル
の
区
域
を
「
農
村
地
域
工
業
導

入
地
区
」
の
指
定
を
受
け
、
臼
石
市

土
地
開
発
公
社
に
お
い
て
造
成
を
行

い
、
株
式
会
社
カ
ン
ト
ー
ベ
f
リ
ー

ン
を
は
じ
め
と
す
る
有
望
企
業
の
誘

致
に
努
め
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
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広
域
的
観
光
開
発

　
　
　
　
　
　
事
業
の
推
進

　
第
四
は
、
広
域
的
観
光
開
発
事
業

を
推
進
し
ま
す
。
大
量
高
速
交
通
時

代
を
迎
え
、
観
光
レ
ヶ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
需
要
が
今
後
益
々
増
大

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
観
光
需
要

の
多
様
化
と
行
動
圏
の
拡
大
が
一
層

進
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
本
市
の
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
中
心
の
場
は
、
蔵
王
国
定
．
公
園
と

そ
の
山
麓
に
広
が
る
県
立
自
然
公
園

蔵
王
連
峰
で
あ
り
ま
す
。
現
在
策
定

中
の
「
蔵
王
リ
ゾ
ー
ト
地
区
基
本
計

画
」
が
完
成
の
暁
は
、
そ
の
計
画
に

基
づ
き
交
通
条
件
の
良
い
蔵
王
の
立

地
条
件
を
生
か
し
、
広
域
観
光
の
立

場
か
ら
、
自
石
市
、
蔵
王
町
、
川
崎

町
、
七
テ
宿
町
の
一
市
三
町
が
一
体

と
な
っ
て
、
宮
城
蔵
王
全
体
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ヴ
プ
を
図
り
、
蔵
王
山
麓
の

多
種
多
様
な
観
光
資
源
を
活
用
し
た

観
光
施
設
の
整
備
、
地
域
の
振
興
と

自
然
と
の
調
和
の
あ
る
開
発
を
促
進

し
、
自
石
を
拠
点
と
し
た
地
域
活
性

化
に
つ
な
い
で
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
二
十
『
世
紀
に
向
か
っ
て

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
の
推
進

　
第
五
は
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想

を
推
進
し
ま
す
。
経
済
社
会
の
情
報

化
は
急
速
に
進
展
し
、
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
て
み
ま
す
と
、
農
業
も
た

だ
作
っ
て
売
る
だ
け
で
は
、
時
代
に

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
憂
い
が
あ
り
、

農
村
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア

等
の
活
用
を
図
り
、
生
産
性
の
向
上
、

流
通
の
含
理
化
等
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
幸
い
に
も
農

林
水
産
省
の
「
農
山
漁
村
地
域
に
お

け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
化
構
想
が
、
本

市
を
含
む
仙
南
二
市
七
町
を
対
象
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
農
業
情
報
や
バ
イ
オ
テ

グ
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
新
技
術
の
普
及
、

市
場
と
生
産
者
を
結
ぶ
有
利
な
販
売

戦
略
の
展
開
、
気
象
及
び
経
営
支
援

の
た
め
の
農
業
情
報
を
処
理
提
供
す

る
も
の
で
す
が
、
同
時
に
ビ
デ
オ
テ

ッ
ク
ス
に
よ
る
観
光
、
商
業
、
地
域

情
報
、
更
に
は
テ
タ
ノ
マ
i
ト
を
も

提
供
で
き
る
よ
う
、
計
画
を
推
進
し

て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。
将
来
は
、

C
A
T
V
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

森
合
雁
狩
橋
線
の
国
道
四
号

バ
イ
パ
ス
ま
で
の
整
備
延
長

　
第
六
は
、
市
道
森
合
雁
狩
橋
線
の

国
道
四
号
バ
イ
パ
ス
ま
で
の
整
備
延

長
を
図
る
こ
と
で
す
。
第
一
高
架
橋

に
つ
い
て
は
、
建
設
省
は
じ
め
県
ご

当
局
の
ご
尽
力
に
よ
り
昨
年
七
月
開

通
い
た
し
ま
し
た
。

　
現
在
一
日
一
万
三
千
台
の
車
輌
が

通
行
し
、
本
市
の
活
性
化
と
交
通
緩

和
に
大
き
く
寄
与
し
て
お
り
ま
才
。

　
更
に
、
本
路
線
未
整
備
の
旧
国
道

四
号
か
ら
国
道
四
号
バ
イ
パ
ス
ま
で

の
約
八
百
六
十
メ
ー
ト
ル
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
県
施
行
で
早
期
着
工
さ

れ
る
よ
う
、
市
議
会
の
特
別
委
員
会

と
共
に
、
建
設
省
は
じ
め
県
当
局
に

陳
情
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
昭
和
六

士
一
年
度
よ
り
県
施
行
事
業
と
し
て

用
地
の
調
査
、
実
施
計
画
等
の
調
査

費
が
計
上
さ
れ
る
も
の
と
推
察
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
更
に
、
隣
接
町
と
共
に
早
期

に
着
工
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
、
新
幹

線
自
石
蔵
王
駅
と
国
道
な
ら
び
に
東

北
縦
貫
自
動
車
道
の
有
機
的
な
結
合

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
い
た
し
ま
す
。

摺
遇
・
オ
旨
、
諫
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
艶
『

・
、
、
貯
鞭
夢

凄
講
慶

ン
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四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ト
ラ
ッ
ク

　
　
陸
上
競
技
場
オ
ー
ブ
ン

　
第
七
は
、
白
石
川
緑
地
整
備
事
業

を
促
進
し
ま
す
。
既
に
野
球
場
を
は

じ
め
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
、
園
路
、

花
壇
等
が
完
成
し
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
か
ら
利
用
し
て
い
た
だ
き
、
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
六
十
↓
年
度
は
、
九
千
万
円

の
事
業
費
で
グ
ラ
ン
ド
を
造
成
、
整

備
い
た
し
ま
し
た
が
、
昭
和
六
十
二

年
度
は
既
に
三
千
万
円
の
工
事
費
が

認
め
ら
れ
、
委
託
先
で
あ
る
住
宅
都

市
整
備
公
団
に
お
い
て
工
事
が
発
注

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
四
月
早
々
に
着

工
の
予
定
で
あ
り
、
グ
ラ
ン
ド
の
芝

張
り
、
コ
ー
ス
の
ク
レ
ー
舗
装
等
が

施
行
さ
れ
ま
す
が
、
更
に
県
な
ら
び

に
建
設
省
に
対
し
、
事
業
費
の
増
額

を
要
請
し
、
今
秋
の
オ
ー
プ
ン
を
目

標
に
最
大
の
努
力
を
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

　
高
齢
化
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
の
推
進

　
第
八
は
、
高
齢
化
対
策
事
業
を
推

進
し
ま
す
。
わ
が
国
に
お
け
る
人
口

の
高
齢
化
及
び
長
寿
化
は
、
極
め
て

急
速
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
本
市

に
お
い
で
、
も
、
県
平
均
よ
り
非
常
に

高
い
比
率
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

現
状
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
対
応
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

家
庭
奉
仕
員
の
派
遣
、
愛
の
訪
間
員

の
派
遣
、
食
事
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の

ほ
か
、
移
動
入
浴
車
に
よ
る
入
浴
サ

ー
ビ
ス
、
短
期
保
護
等
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
市
内
に
は
身
体
の
弱
い
老
人
が
多

数
在
宅
し
て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
対
策
と
し
て
県
に
要
望
し
て
お
り

雀

　
　
『

騨
　
猟

翫護

評

要η

概
藤

　
一
皿

　
へ巌

　
　
　
　
濯
．

冒
　
　
｛．

　
懸
・

　
、
認
囑

“

　轟
嫡κ羅

呪
，

ま
し
た
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

も
去
る
二
月
十
四
日
完
成
し
、
同
日

か
ら
社
会
福
祉
法
人
不
忘
会
に
委
託

し
て
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
六
十
二
年

度
か
ら
は
こ
れ
を
更
に
充
実
さ
せ
・
、

在
宅
の
身
体
の
弱
い
お
年
寄
り
に
対

し
て
、
日
帰
り
で
入
浴
や
給
食
、
生

活
指
導
、
日
常
動
作
訓
練
等
の
サ
ー

ビ
ス
を
行
い
、
お
年
寄
り
自
身
が
意

妙

鞠1剛鞭

彊
｝
．

著
螺

属

欲
を
お
こ
し
、
生
活
に
潤
い
を
も
っ

と
同
時
に
、
ご
家
族
の
ご
苦
労
を
軽

減
す
る
よ
う
、
在
宅
福
祉
の
強
化
を

図
っ
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

災
害
の
な
い

ま
ち
つ
く
り
を
め
ざ
し
て

　
第
九
は
、
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
ま
す
。
本
市
内
を
流
れ

る
一
級
河
川
の
整
備
促
進
に
つ
い
て

は
、
市
議
会
の
斎
川
等
河
川
改
修
促

進
特
別
委
員
会
と
一
体
と
な
っ
て
、

住
民
か
ら
災
害
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
国
、
県
等
の
関
係
機
関
に
全
面

改
修
を
含
め
、
早
期
改
修
、
河
床
整

備
の
促
進
等
を
積
極
的
に
陳
情
を
繰

り
返
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
成
果
と
い
た
し
ま
し
て
、
八
・

五
災
害
で
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た

高
田
川
が
、
自
石
川
合
流
点
か
ら
菊

面
石
二
号
橋
ま
で
の
五
・
五
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
に
つ
い
て
、
災
害
復
旧
助
成

事
業
と
し
て
一
二
年
度
以
内
に
全
面
改

修
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
用
地

買
収
交
渉
も
既
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
斎
川
に
つ
い
て
も
、
谷
津

川
含
流
点
ま
で
の
再
改
修
計
画
が
立

て
ら
れ
、
用
地
買
収
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
江
坪
橋
下
流
に
つ
い
て
は
改

修
工
事
が
施
行
さ
れ
る
計
画
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
一
級
河
川
に
つ
い
て
も

既
に
改
修
計
画
が
立
て
ら
れ
、
用
地

買
収
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
早
期
着
工
さ
れ
る
よ

う
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
地
域
住
民
の

熱
望
を
一
日
も
早
く
達
成
で
き
る
よ

う
、
議
会
と
も
ど
も
一
丸
と
な
り
注

民
か
ら
災
害
不
安
を
排
除
し
、
安
心

し
て
住
め
る
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し

ま
す
。

　
な
お
、
行
政
報
告
で
も
申
し
上
げ

ま
し
た
か
、
去
る
二
月
二
十
八
日
の

火
災
で
全
焼
し
ま
し
た
大
平
小
学
校

の
建
築
に
つ
き
ま
し
て
は
、
早
速
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、
教

育
委
員
会
の
方
針
等
を
十
分
勘
案
し
、

一
日
も
早
く
恒
久
的
建
築
物
で
復
旧

を
行
い
、
児
童
、
教
員
な
ら
び
に
ご

父
兄
の
方
の
ご
不
便
を
少
し
で
も
軽

減
す
る
よ
う
、
全
力
を
あ
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
以
上
、
昭
和
六
十
二
年
度
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
主
要
な
施
策
の
概
要

な
ど
市
政
運
営
の
方
針
等
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
を
茎

行
す
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
議
員

諸
賢
を
は
じ
め
、
市
民
各
位
の
深
い

ご
理
解
と
温
か
い
ご
支
援
が
な
け
れ

ば
、
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
も
の
ば
か
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
よ
ろ
し
，
、
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
．
．
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ぼ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問

⑯

　
匿躍

㈱
エ
イ
ジ
宮
堀
自
石
工
場

　
　
　
　
　
　
　
▽
白
石
市
大
鷹
沢
大
町
字
若
林
矧
1
4
7

　
蔵
王
連
峰
を
一
望
す
る
大
鷹
沢
大

町
の
若
林
公
園
の
す
ぐ
上
に
昨
春
4

月
工
場
を
新
設
。
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
の
な
か
、
最
新
式
の
工
作
機
械
（
F

M
C
）
を
導
入
し
、
省
力
化
に
よ
る

生
産
性
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
以
前
は
、
大
平
で
太
陽
金
属
工
業

の
名
で
生
産
し
て
い
ま
し
た
が
、
騒

音
な
ど
の
た
め
現
在
地
へ
移
転
し
ま

し
た
．
．
「
時
節
が
ら
社
名
を
説
明
し
ま

す
。
チ
ェ
ン
ジ
の
G
E
と
エ
ー
ジ
ェ

ン
ト
の
A
G
ー
常
に
脱
皮
が
継
続
で

き
る
企
業
集
団
を
目
指
す
と
い
う
こ

と
で
『
A
G
E
』
エ
イ
ジ
と
社
名
を

変
更
し
ま
し
た
」
と
杉
本
専
務
。

　
　
　
　
　
　
　
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
冤

、
講

略
■
㌦
ぐ
．
－

“
，
籔
・

￥
ぐ

　
謡
』

　
白
石
工
場
で
は
工
程
ご
と
の
無
人

化
を
可
能
と
し
た
F
M
C
の
削
こ
う

機
を
導
入
し
、
削
こ
う
加
工
、
曲
げ

加
工
、
溶
接
加
工
な
ど
を
行
い
電
子

機
器
の
外
装
部
を
生
産
し
、
仙
台
、

山
形
、
福
島
の
各
種
工
場
に
納
品
す

る
一
般
板
金
加
工
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
将
来
は
エ
イ
ジ
ブ
ラ
ン
ド

の
製
品
の
製
作
ま
で
行
う
こ
と
を
計

画
し
て
い
ま
す
。

　
「
今
年
度
か
ら
は
国
と
タ
イ
ア
ッ
プ

し
て
技
術
開
発
を
行
う
高
度
化
事
業

に
も
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．
、

研
究
開
発
に
力
を
入
れ
エ
イ
ジ
と
し

て
の
製
品
を
つ
く
り
、
雇
用
の
場
を

増
や
し
、
地
元
の
人
々
の
利
用
で
き

る
施
設
を
つ
く
り
、
地
元
と
と
も
に

歩
む
企
業
と
し
て
伸
び
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
専
務
き
ん
。

　
昭
和
6
8
年
に
は
生
産
部
門
を
白
石

工
場
に
移
し
異
業
種
共
同
体
と
し
て

の
発
展
を
計
画
。
そ
の
足
が
か
り
と

し
て
「
エ
ニ
ッ
ク
2
1
」
が
発
足
し
ま

し
た
。
白
石
か
ら
は
㈱
エ
イ
ジ
と
エ

コ
ー
設
備
工
業
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
り
さ
ら
に

業
績
を
伸
ば
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

市

2
月
2
8
日
出
　
大
平
小
学
校
全
焼
す

　
午
後
4
時
4
5
分
頃
、
大
平
小
学
校

本
校
舎
北
側
の
便
所
付
近
か
ら
出
火

し
、
本
校
舎
、
便
所
、
渡
り
廊
下
な

ど
九
百
四
十
二
平
方
ズ
ー
ト
ル
が
全

焼
し
た
。

　
市
民
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る
、
子

弟
教
育
の
場
を
焼
失
さ
せ
、
誠
に
申

し
わ
け
な
く
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
る
．
．

3
月
1
日
㈹
　
市
議
会
全
員
協
議
会

　
日
曜
日
で
あ
る
が
大
平
小
全
焼
の

対
策
に
つ
き
、
市
議
会
全
員
協
議
会

が
開
催
さ
れ
る
。

①
学
籍
簿
、
卒
業
証
書
等
の
重
要
書

　
類
が
焼
失
を
免
れ
た
の
で
、
屋
体
、

　
特
別
教
室
等
を
利
用
し
仮
設
の
教

　
室
と
し
で
．
3
月
3
日
か
ら
授
業
を

　
再
開
す
る
こ
と
。

②
卒
業
式
は
白
中
の
屋
体
を
借
り
て

＆　臨
　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　、　』b

』2訟
　　　▲市議会全員協議会

　
予
定
ど
お
り
行
う
こ
と
。

③
本
校
舎
の
櫻
旧
は
㏄
年
度
中
に
着

　
手
す
る
こ
と
。

璽
そ
の
間
、
で
き
る
だ
け
早
く
プ
レ

　
ハ
ブ
の
仮
校
舎
を
設
置
し
、
授
業

　
の
支
障
を
最
低
限
に
す
る
こ
と
。

　
以
上
4
点
の
対
応
策
を
申
し
上
げ

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
．
、

　
最
大
の
関
心
事
は
、
大
平
小
の
再

建
の
た
め
に
東
中
及
び
臼
中
の
新
、

改
築
が
遅
れ
る
の
で
は
な
い
か
ー
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
質
問
に
対

し
、
東
中
を
6
3
年
4
月
に
開
校
し
、

白
中
を
6
3
・
6
4
年
度
で
改
築
す
る
こ

と
は
、
私
の
公
約
で
あ
り
、
そ
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
変
更
は
な
い
。
そ
れ

を
や
り
な
が
ら
早
急
に
大
平
小
の
再

建
を
行
う
旨
を
話
し
、
ご
了
解
を
得
た
。

2
日
㈲
　
知
事
等
に
面
談

　
大
平
小
焼
失
の
お
詫
び
と
今
後
の

ご
支
援
の
お
願
い
に
県
庁
に
赴
く
．
．

県
議
会
開
会
中
の
お
忙
し
い
中
を
、

山
本
知
事
、
両
副
知
事
を
は
じ
め
、

総
務
部
長
、
地
方
課
長
、
教
育
次
長
、

教
育
庁
財
務
課
長
の
皆
さ
ん
が
時
問

を
さ
い
て
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
．
．

　
特
に
教
育
次
長
、
財
務
課
長
と
の

話
し
合
い
の
中
で
、
大
平
小
の
現
在

地
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
！
＼
抜
本
的

に
校
地
移
転
ま
で
考
え
て
新
し
い
教

育
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
づ
ー
り

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

痛
感
し
た
。

　
校
地
を
移
転
す
れ
ば
土
地
代
の
ほ

か
新
た
に
屋
体
や
フ
ー
ル
の
建
設
も

必
要
と
な
る
。
財
政
措
置
が
大
変
で

は
あ
る
が
積
極
的
に
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

5
日
伽
第
一
一
百
二
十
三
回

　
　
　
　
　
白
石
市
議
会
定
例
会

　
施
策
方
針
の
表
明
の
中
で
あ
げ
た

重
点
施
策
は
次
の
9
点
で
あ
る
。

①
第
三
次
白
石
市
総
合
計
画
の
策
定

（
⑭
）
義
務
教
育
施
設
の
整
備
充
実

③
企
業
誘
致
・
深
谷
農
工
団
地
の
造
成

④
広
域
的
観
光
開
発
事
業
の
推
進

㊨
ク
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
の
推
進

⑥
森
合
雁
狩
橋
線
の
国
道
4
号
バ
イ

　
パ
ス
ま
で
の
延
伸

⑰
白
石
川
緑
地
整
備
事
業

⑧
高
齢
化
対
策
事
業
の
推
進

⑨
災
害
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

　
な
お
、
施
政
方
針
に
は
載
っ
て
い

な
い
が
、
実
は
重
要
な
施
策
が
あ
る
。

そ
れ
は
下
水
道
事
業
で
あ
る
。
本
年

度
事
業
費
六
億
四
干
三
百
万
円
を
予

算
化
し
市
内
一
〇
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
が

63

年
4
月
か
ら
供
用
開
始
さ
れ
る
。

昨
年
に
比
し
事
業
費
が
坊
倍
に
増
加

し
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
初
め
て
白

石
が
近
代
都
市
へ
の
第
一
歩
を
踏
み

出
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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486．756（6。3％）

⊃市　　税
　　2．566，724

㌧（33．2％）

328．543（4．3％〕

346，805（4．5％）

そ
の
他

　
　
　
、
妬

嗅
　
　
　
　
貸

　
　
誉

　
　
掌
ぎ
ト

390．002（5．0％）

爵

みよい
りを目書旨して

総

務
　
費

　
　
8

入
43
円

　
　
　
－
千

　
　
7

　
　
2
位

　
　
7

歳
L
単

Y
櫓
債市

③国庫支出金

1，005，608

＼（13．0％）

443，000（5．7％）

②地方交付税
　　　2，160，00｛）

　　　（28．0％）

O
仙
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
、

　
公
立
刈
田
綜
台
病
院
に
対
す
る
負

　
担
金
・
補
助
金
・
出
資
金
合
わ
せ

　
て
一
億
三
千
七
百
八
十
五
万
円
。

○
長
期
総
合
計
画
策
定
調
査
委
託
料

　
三
百
五
十
万
円
。

○
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

　
な
ど
交
通
安
全
対
策
費
一
千
二
百

　
五
十
四
万
円

○
市
民
課
、
税
務
課
諸
証
明
の
窓
ロ

　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
一
千
百
六
十
六

　
万
円
．
．

○
新
婚
家
庭
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
保
険

　
二
十
五
万
円
。

障
害
者
医
療
費
及
び
母
子
福
祉
対

策
貸
付
金
、
保
育
園
・
児
童
館
の

運
営
費
な
ど
に
二
億
四
百
九
十
三

万
円
。

衛

生

費

生

費

○
老
人
保
健
特
別
会
計
へ
の
老
人
医

　
療
費
に
係
る
繰
出
金
七
千
八
百
五

　
十
九
万
円
、
予
防
医
療
及
び
市
民

　
の
健
康
づ
く
り
推
進
費
用
な
ど
に

　
五
千
九
百
三
十
八
万
円
。

○
ご
み
、
し
尿
処
理
な
ど
に
係
る
仙

　
南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
と
し
て
二
億
一
千
四
百
八
十
三

　
万
円
。

民

労
　
働

費

東
中
学
校
校
舎
・
体
育
館

　
　
　
　
　
今
年
度
完
成
！

　
本
市
が
今
後
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
仕
事
は
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、

市
の
大
切
な
収
入
で
あ
る
市
税
、
地

方
交
付
税
は
低
い
伸
び
率
に
と
ど
ま

る
も
の
と
予
想
さ
れ
る
う
え
、
国
、

県
支
出
金
の
補
助
負
担
率
の
再
引
き

下
げ
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
厳
し
い
財

○
生
活
保
護
に
係
る
扶
助
費
一
億
六

　
千
六
ア
旦
二
十
三
万
円
、
精
神
薄
弱

　
者
施
設
入
所
措
置
費
一
億
二
千
三

　
百
四
十
八
万
円
。

○
身
体
障
害
者
施
設
入
所
措
置
費
、

特
別
障
害
者
手
当
な
ど
に
五
千
七

　
百
十
八
万
円
。

○
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
委
託
料
、

　
老
人
ホ
ー
ム
入
所
措
置
費
、
老
人

　
7
ラ
ブ
活
動
費
助
成
金
及
び
老
人

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
費
な
ど
に
二

　
億
二
千
百
六
十
二
万
円

O
児
童
手
当
、
乳
幼
児
・
重
度
心
身

事
業
に
係
る
利
子
補
給
な
ど
に
三

干
五
百
五
十
六
万
円
、
農
業
祭
及

び
い
も
ち
病
防
除
補
助
金
と
し
て

五
百
万
円
。

Q
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業
に
二

　
千
五
｝
旦
二
十
万
円
、
団
体
営
農
道

　
整
備
事
業
費
二
千
五
十
五
万
円
の

　
ほ
か
、
地
籍
調
査
、
転
作
の
水
田

農
業
確
立
対
策
費
八
千
二
百
五
十

　
九
万
円
。

○
畜
産
業
振
興
の
た
め
、
福
岡
三
住
、

　
不
忘
地
区
の
農
道
整
備
に
三
千
四

　
百
九
十
七
万
円
．

Q
林
道
の
開
設
、
舗
装
、
新
林
業
構

造
改
善
事
業
、
市
行
造
林
な
ど
林

業
振
興
の
た
め
に
八
干
七
百
四
万

　
円
。
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○
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
及
び
働
く
婦

　
人
の
家
の
運
営
費
、
失
業
対
策
事

業
費
、
勤
労
者
の
福
祉
充
実
の
た

　
め
の
貸
付
金
な
ど
に
三
千
六
百
八

　
十
三
万
円
。

商

工

費

農
林
水
産
業
費

○
農
道
、
溜
池
の
改
修
、
維
持
補
修

　
な
ど
農
業
施
設
の
整
備
に
四
千
四

　
百
十
九
万
円
。

○
農
業
振
興
補
助
・
負
担
金
と
し
て

天
災
資
金
利
子
補
給
、
圃
場
整
備

○
中
小
企
業
経
営
資
金
の
円
滑
化
を

　
図
る
た
め
の
貸
付
金
五
千
五
百
万

　
円
、
商
工
会
議
所
、
観
光
協
会
運

　
営
費
と
し
て
八
百
五
十
万
円
、
商

　
業
近
代
化
地
域
計
画
策
定
事
業
、

　
ア
ー
ヶ
ー
ド
照
明
器
具
取
替
補
助

金
五
百
五
十
万
円
の
ほ
か
、
春
・

　
夏
ま
つ
り
補
助
金
な
ど
に
六
百
五

十
万
円
、
卸
売
市
場
事
業
特
別
会

　
計
繰
出
金
と
し
て
三
千
デ
旦
二
十
九

　
万
円
。

○
白
石
ス
キ
ー
場
駐
車
場
整
備
、
独

　
眼
竜
政
宗
テ
レ
ビ
放
映
に
ち
な
み

活気ある住

　まちづく

政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
経
費
の
節
減
を
さ
ら

に
進
め
る
一
方
、
市
の
借
金
で
あ
る

市
債
の
借
り
入
れ
を
行
っ
た
り
、
積

立
金
を
取
り
崩
す
な
ど
の
や
り
繰
り

を
し
て
、
財
源
の
確
保
に
努
め
て
お

り
ま
す
。

　
歳
入
歳
出
予
算
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

観
光
看
板
設
置
工
事
に
一
千
二
百

五
十
万
円
。

土

木
　
費

O
道
路
・
橋
梁
な
ど
の
新
設
、
改
良
、

　
維
持
補
修
費
と
し
て
三
億
四
千
二

　
百
六
万
円
。

○
都
市
計
画
事
業
の
新
幹
線
駅
前
西

　
地
区
区
画
整
理
、
中
河
原
臼
石
沖

　
線
街
路
事
業
及
び
陸
上
競
技
場
兼

　
サ
ッ
カ
ー
場
の
整
備
を
行
う
臼
石

’
川
緑
地
事
業
に
三
億
九
千
八
十
四

　
万
円
。

ど
に
六
千
五
百
五
十
六
万
円
、
仙

南
地
域
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担

金
と
し
て
｝
億
三
百
八
十
八
万
円
。

予
備
費
　
7
8
2
万
6
干
円

労
働
費
　
6
、
2
6
0
万
1
千
円

災
害
復
旧
費
8
、
4
2
！
万
1
千
円

〇
六
十
一
年
八
月
の
台
風
十
号
に
よ

　
る
農
林
業
施
設
及
び
市
道
の
復
旧

　
費
八
千
四
百
二
十
一
万
円
。

教
　
育

消
防
費
1
億
7
、
2
6
2
万
7
千
円

議
会
費
1
億
7
、
8
0
7
万
2
干
円

商
工
費
1
億
8
、
0
2
0
万
3
千
円

農
林
水
産
業
費
4
億
8
、
6
6
0
万
5
千
円

衛
生
費
4
億
9
、
2
9
0
万
7
千
円

公
債
費
8
億
5
、
3
2
5
万
7
千
円

土
木
費
1
1
億
1
、
1
7
6
万
8
千
円

総
務
費
　
1
1
億
4
、
9
4
1
万
4
千
円

民
生
費
　
1
1
億
8
、
2
1
4
万
7
千
円

教
育
費
　
1
7
億
6
、
5
8
6
万
円

億
1
9
1
8
1
7
1
6
1
5
1
4
1
3
1
2

11

10

9
8
7
6
5
4
3
2
1

ラ肖

費

防
　
費

公

債
　
費

○
中
学
校
施
設
整
備
五
ヵ
年
計
画
の

　
三
年
目
と
し
て
、
東
中
学
校
校
舎

　
及
び
体
育
館
建
設
工
事
並
び
に
白

石
中
学
校
校
舎
設
計
委
託
料
七
億

四
千
八
百
四
十
八
万
円
、
小
・
中

学
校
の
教
材
、
備
品
及
び
学
校
・

幼
稚
園
施
設
の
改
良
、
補
修
に
四

千
六
百
四
十
九
万
円
、
公
民
館
、

図
書
館
な
ど
の
社
会
教
育
関
係
に

　
一
億
五
千
七
百
二
十
二
万
円
。

災
害
復
旧
費

O
市
の
借
金
で
あ
る
市
債
及
び
一
時

借
入
金
に
係
る
元
金
、
利
子
返

済
金
八
億
五
千
三
百
二
十
五
万
円
。

O
非
常
備
消
防
費
、
動
力
ポ
ン
プ
、

　
火
の
見
櫓
、
貯
水
槽
新
設
工
事
な

※
な
お
、
去
る
二
月
二
十
八
日
の
大

　
平
小
学
校
火
災
に
伴
い
早
急
に
復

　
旧
を
図
る
た
め
、
と
り
あ
え
ず
仮

　
設
校
舎
建
設
ま
た
校
舎
な
ど
の
設

計
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
一
二
月
定

例
市
議
会
で
追
加
補
正
い
た
し
ま

　
し
た
。

特別会計
〉国民健康保険特別会計

　　18億9，991万4千円

　・（対前年度比9，246万4千円の増）

レ簡易水道事業特別会計

　　1，463万3千円

　　（対前年度比199万2千円増）

〉下水道事業特別会計

　　7億8，160万3千円

　　（対前年度比2億4，147万7千円増

〉地方卸売市場事業特別会計

　　3，982万円

　　（対前年度比152万7千円増）

〉老人保健特別会計

　　15億5，525万8千円

　　（対前年度比7，837万5千円増）

〉水道事業会計

　　収益的収入　3億5，308万7千円

　　収益的支出　　　2億9，944万円

　　資本的収入　　　　　4，577万円

　　資本的支出　1億5，374万1干』円

，
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宮城県議会議員選挙　　a月憺日
4月2◎日　自石市議会議員選挙
　　「地方公共団体の議員及び長の選挙期日等の臨時特例に関する法律」（昭和61年法律99号）

　に基づき、昭和62年4月29日任期満了となる、宮議県議会議員一般選挙が昭和62年4月12
　日に（告示4月3日）、白石市議会議員一般選挙が昭和62年4月26日　（告示4月19日）にそ
　れぞれ執行されることになりました。
　　棄権することなく・みんなできれいな選挙を行い、大切な一票を投じましょう。

待
つ
て
ま
す

　
争
回
の
選
挙
で
、
使
用
す
る
選
挙
入

名
簿
の
纂
準
H
〔
年
へ
F
住
所
要
住
、

　
　
　
　
　
、
開
票
等
は
、
別

表
の
と
お
り
で
す
，

　
▼
投
票
所

市
内
三
十
七
投
票
区
投
票
所
で
投

票
と
な
り
ま
す
．
、

た
だ
し
、
次
の
投
票
所
は
、
変
更

と
な
り
ま
し
た
の
千
、
ご
注
意
く
だ
き

斎
川
第
二
投
票
所

あ
な
た
の
㎝
票

　
　
　
中
斎
川
転
作
研
修
セ
ン
タ
ー

　
▼
不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
所
て
当
日
投
票
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
当
日
投
票
所

に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
の
事
由
に
詳
当
す
る
場
合
は
、

別
表
の
期
間
に
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す
の
で
、
入
場
券
と
印
鑑
を
持
参

の
上
、
市
役
所
健
康
七
ン
ヤ
ー
内
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
お
い
で

明
る
い
宮
城

下
さ
い
。

　
不
在
者
投
票
事
由

①
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で

職
務
ま
た
は
業
務
に
従
事
す
る
場
合

（
迄
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た
は
事

故
の
た
め
市
外
に
出
か
け
る
場
合

③
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り

選
挙
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

　▼き

れ
い
な
選
挙

「
求
め
な
い
　
も
ら
わ
な
い
　
贈

ら
な
い
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
臼
石

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
常

時
ず
．
七
を
行
っ
て
お
の
ま
す
．
．

　
／
デ
圖
の
自
石
市
議
会
議
昌
ハ
田
陛
挙
に

お
い
一
－
、
は
、
昭
和
六
十
一
年
十
㎜
月

二
十
六
日
開
催
の
定
期
総
会
に
お
い

て
決
定
さ
れ
た
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

士
・
示
の
日
に
候
補
者
へ
明
る
い
選
挙

を
呼
び
か
け
る
チ
ッ
七
ー
ジ
”
を

お
，
・
り
ま
す
。

有
権
者
の
み
な
さ
ま
も
、
三
な
い

運
動
に
心
が
け
、
き
れ
い
な
選
挙
を

行
い
ま
し
ょ
う
。
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項希一一、趣貯
告　　　示　　　日

投　　　票　　　日

投　票　時　闊

網灘鋤詳劃臼鴇畿㌃1響挙

］昭和畔塑」」吾和畔4月26日
罰　　　　　　午前7時から午後6時まで

　福岡第6投票区〔三住地区転1乍研修セン外1午後4時まで

　福岡第7投票区（不忘研修セ）ター1午後4時まで

　福岡第8投票区1福岡小学校蔵王分校1午後4時まで

lf　小原第6投票区1小欠保平集会所1　午後4時まで

　福岡第2投票区σII原子集会所1　　午後5時まで

　福岡第10投票区1大網地「対llい手ゼ7一）午後5日、宇まで

　小原第1投票区（ヒ戸沢集会所1　　午後5時まで

ぜ襲！乙け註重受票戸斤

　昭和62年4月18LI
日本国民で年齢21）歳以L

のへ（昭和42年4月27H

までに生れた人）

昭和62年1周18日までに

転7＼届をし、引軌き居住

して1、喝べ

昭和62年3目31円濠でに

異動されたノゴにっいでは、

選挙へ名簿の移し替えを

しておりますか、4目1

口以降の転居者は、従前

グ〕ヂ紫票戸斤で手窒票牛ること

になります⊂

期間　昭和62軍4月19日

　から4月20日まで

　1午前8時30分から午

　後5時まで）

場所　臼石市選挙管理委

　員会事務局

期間　昭稲62年4月19日

　から4月25日まで

　（午前8時30分から午

　後5時まで1

場所　1『1石市選挙管理委

　員会事務局

　昭和62年4月2日
日本国民で年齢2∩歳以．ヒ

のべ（昭和42年4目13日

まてに生れた八1

昭和62年1月2日までに

転人届をし、引続き居住

してi、、るへ

昭和62年3月15Hまでに

異動された方については、

i巽挙人名もの移しイiえを
1
．
て
お のますが、3Fl16

日以降の転居者は、従前

の投票所で投票すること

になります。

期衙一昭繭舜rT月3ロ

　から4月4Flまで1

　1午前8時30分から午

　後5日寺まて）

場所　臼石市選挙管理委

　員会事務局

輔昭手面幕雨銅
　から4月11日まで

　1午前8時30分から午

　後5時まで）

場所1三 1石市選挙管理委

　員会事務局

選挙人名簿基準H

住所要件

け

白
簿
以
丑
録
．
要
件

市内にむける住所異動

選挙入名薄の縦1

不　在　者投　葵

　　　　　　　　垂呂優11こより酉己で巨

名記載用ですので各自きりはなし持参（ださ
場　　券

ス、

昭和62年4月26日

午後7時3n分から

白石市民体育館

昭和62年4月12日

午後7時30分から

r］石市民f本育負宮

翻
示開

気をつけて

、
粗
悪
な
電
気
用
品
が

し

さ
　
　
出
回
つ
て
い
ま
す

儒

安
全
の
目
安
は
▽
了
ク
と
㊦
了
ク

　
冷
蔵
庫
、
炊
飯
器
、
掃
除
機
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
電
査
を
し
た
う
え
で
国
の
定
め
た
安
全

気
用
ロ
o
o
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
昨
年
末
ご
ろ
か
ら
、
国
の
安
全
認
可
を
受
け
て
い

な
い
、
粗
悪
な
電
気
用
品
が
市
場
に
出
回
り
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
れ
る
電
気
用
品
は
、

ら
の
な
か
に
は
使
用
中
、
発
火
し
た
り
、
感
電
す
る
お
そ
れ
の
あ
ク
が
付
い
た
も
の
で
な
け
れ
ば
販
売

る
も
の
も
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
粗
悪
な
電
気
用
品
を
買
わ
な
い
た
め
に
、
消
費
者

は
ど
ん
な
点
に
注
意
す
れ
ば
よ
い
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▽：甲種電気用品の型式認可マーク

！〒）：乙種電気用品の自己認証マーク

安
宝
を
保
証
す
る

　
　
　
二
種
類
の
マ
ー
ク

　
▽
マ
ー
ク
と
㊧
マ
ー
ク
を
さ
存
じ

で
す
か
。

　
こ
れ
ら
の
マ
ー
ク
は
、
　
「
電
気
用

品
取
締
法
」
に
基
づ
き
、
各
種
の
検

基
準
に
適
合
し
た
電
気
用
品
に
付
け

ら
れ
る
も
の
で
す
。
国
内
で
販
売
さ

　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
の
マ
ー

し
て
は
い
け
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　
▽
マ
ー
ク
の
付
け
ら
れ
た
電
気
用

品
は
甲
種
電
気
用
品
と
い
い
、
国
の

指
定
機
関
で
あ
る
財
日
本
電
気
用
品

試
験
所
、
財
機
械
電
子
検
査
検
定
協

会
ま
た
は
働
日
本
写
真
機
光
学
機
器

検
査
協
会
で
安
全
性
を
検
査
し
、
合

格
し
た
も
の
で
す
。

　
㊧
マ
ー
ク
は
乙
種
電
気
用
品
に
付

け
ら
れ
、
製
造
業
者
や
輸
入
業
者
が

「
電
気
用
品
取
締
法
」
の
安
全
基
準

に
基
づ
き
、
自
ら
責
任
を
も
っ
て
検

査
し
、
合
格
し
た
こ
と
を
意
味
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、
甲
種
電
気
用
品
は
三
百
五

十
四
品
目
、
乙
種
電
気
用
品
は
百
四

十
三
品
目
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
▽
マ
ー
ク
や
（
㊦
マ
ー
ク

が
つ
い
て
い
る
電
気
用
品
は
、
安
全

性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
亀
の
と
い
え

▼
電
気
用
品
の
安
全
確
保

電気用晶取締法

　一般に使用される電

気製品が、粗悪なため

に火災を生じたり、感

電などの危険、ラジオ

やテレビなどへの雑音

障害を引き起こすこと

を防止する目的ででき

た法律。つまり、電気

用品の製造、販売など

に必要な規制を加える

もので、昭和36年11月

に制定されました。

ま
す
。

無
表
示
の
電
気
用
品
は

　
　
　
事
故
に
つ
な
が
る

　
と
こ
ろ
が
、
最
近
こ
れ
ら
の
マ
ー

ク
の
な
い
粗
悪
な
電
気
用
品
が
市
場

に
出
回
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
一
月
に
通
商
産
業
省
・
資
源

エ
ネ
ル
ギ
i
庁
が
、
全
国
の
大
規
模

家
電
製
品
販
売
店
七
十
五
店
舗
を
調

査
し
た
と
こ
ろ
、
▽
マ
ー
ク
や
㊦
マ

ー
ク
の
付
い
て
い
な
い
電
気
ス
タ
ン

ド
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
二
十
品
目
、
五

十
九
機
種
の
電
気
用
品
が
み
つ
か
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た

無
表
示
の
電
気
用
品
に
つ
い
て
試
験

機
関
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
ふ
つ
う
に

使
用
し
て
い
て
も
漏
電
や
シ
ョ
ー
ト

が
起
こ
り
、
火
災
や
感
電
な
ど
の
事

故
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

も
み
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
電
気
用
品
は
、

国
内
製
品
の
半
値
か
ら
三
分
の
一
以

下
の
値
段
で
売
ら
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
値
段

で
販
売
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

　
ひ
と
つ
は
、
悪
質
業
者
が
マ
ー
ク

の
認
可
を
取
得
す
る
費
用
を
浮
か
し

て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま

た
、
輸
入
業
者
が
円
高
を
利
用
し
て
、

外
国
か
ら
日
本
の
安
全
基
準
に
あ
わ

な
い
安
い
電
気
用
品
を
、
輸
入
し
て

い
る
こ
と
も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。

購
入
ず
る
と
書
は

　
マ
醒
ク
の
ヂ
置
ツ
ク
を

　
安
い
値
段
に
つ
ら
れ
て
買
っ
た
粗

悪
な
電
気
用
品
　
　
火
災
や
入
身
事

故
を
起
こ
し
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま

す
。
電
気
用
品
を
買
う
場
合
は
、
必

ず
▽
マ
ー
ク
や
㊧
マ
ー
ク
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
一
度
家
庭
に

あ
る
電
気
用
品
を
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
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「
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に
し
、
明
る
く

　
　
　
　
　
　
　
　
た
く
ま
し
い
成
長
を
め
ざ
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
標
語
入
賞
作
品
の
紹
介

　
青
少
年
が
自
ら
伸
び
よ
う
と
す
る
自
覚
と
あ
た
た
か
な
心
の
輪
を
広
げ

る
た
め
、
市
内
小
学
校
5
・
6
年
生
と
中
学
生
か
ら
標
語
を
募
集
し
ま
し

た
。
応
募
作
品
は
三
千
点
を
超
え
、
そ
の
中
か
ら
次
の
方
々
の
作
品
が
入

賞
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
★
1
最
優
秀
賞
　
●
1
優
秀
賞

【
主
題
】
青
少
年
が
自
ら
き
た
え
つ
つ
、

明
る
く
、
た
く
ま
し
く
、
伸
び
よ
う
と

す
る
自
覚
と
成
長
を
め
ざ
す
も
の

　
の
小
学
校
の
部

★
み
ん
な
に
は
や
さ
し
さ
を
　
自
分

　
に
は
厳
し
さ
を

　
　
　
蔭
浦
彩
子
（
白
二
小
6
年
）

●
・
f
、
じ
け
る
な
一
度
や
二
度
の
し
っ

　
ぱ
い
で
　
君
に
は
明
日
が
侍
っ
て

　
い
る
　
大
野
伸
（
白
一
小
6
年
）

●
明
る
い
あ
い
さ
つ
笑
顔
を
つ
な
ぐ

　
片
平
公
子
（
深
谷
小
三
住
分
校
5
年
）

　
⑫
中
学
校
の
部

★
決
め
た
道
　
ま
が
ら
ず
も
ど
ら
ず

　
前
を
見
て

　
　
　
斎
藤
　
智
美
（
白
石
中
2
年
）

●
閉
じ
る
よ
り
開
い
て
み
よ
う
　
心

　
の
と
び
ら

　
　
　
沼
崎
る
り
子
（
白
石
中
3
年
）

●
持
ち
ま
し
ょ
う
　
見
え
な
い
心

　
分
か
る
目
を

　
　
　
　
宍
戸
　
多
恵
（
南
中
2
年
）

●
「
す
み
ま
せ
ん
」
「
あ
り
が
と
う
」

言
葉
ひ
と
つ
で
心
も
ひ
と
つ

　
　
　
　
半
沢
ま
ゆ
み
（
南
中
3
年
V

【
主
題
】
思
い
や
り
の
心
を
大
切
に

　
し
、
あ
た
た
か
な
ふ
れ
合
い
の
輪

　
を
広
げ
る
も
の

　
山
小
学
校
の
部

★
い
じ
め
を
な
く
す
第
一
歩
あ
な

　
た
の
心
で
き
ま
り
ま
す

　
　
　
村
上
　
幸
恵
（
大
平
小
6
年
）

●
思
い
や
り
心
と
心
を
つ
な
ぐ
に
じ

　
　
　
稲
村
　
房
範
（
斎
川
小
6
年
）

●
入
の
い
た
さ
を
知
る
人
、
人
の
心

　
を
あ
た
た
め
る

　
　
　
高
野
え
り
か
（
福
岡
小
6
年
）

　
⑭
中
学
校
の
部

★
忘
れ
る
な
勇
気
の
心
と
思
い
や
り

　
　
　
我
妻
　
幸
子
（
福
岡
中
2
年
）

●
ち
ょ
っ
と
し
た
心
の
も
て
な
し

　
お
も
い
や
り

　
　
　
横
山
　
由
希
（
臼
石
中
2
年
）

●
厳
し
さ
も
時
に
は
大
切
　
真
の
友

　
　
　
高
橋
直
子
（
白
石
中
3
年
）

●
や
め
よ
う
知
ら
ん
顔
　
持
と
う
友

　
達
助
け
る
勇
気

　
　
　
　
　
半
沢
希
（
南
中
2
年
）

火
入
れ
を
行
な
う
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
許
可
が
必
要
で
す

★
火
入
れ
と
は

　
土
地
利
用
上
の
目
的
を
も
っ
て
、

そ
の
土
地
の
上
に
あ
る
木
、
雑
草
、

堆
積
物
等
を
面
的
な
広
さ
で
焼
却
す

　
　
　
る
行
為
を
い
い
ま
す
。

　
　
　
★
許
可
内
容
は

　
　
　
次
の
土
地
利
用
の
目
的
で
す

　
　
　
①
地
ご
し
ら
え

，
、
菟
，
、
　
②
開
墾
準
備

　
　
　
③
害
虫
駆
除

　
　
　
④
焼
畑

　
　
　
⑤
採
草
地
改
良

★
火
入
れ
の
範
囲
と
対
象
は

墨
ん
癒
と
き
ク
レ
ジ
ツ
ト
の

　
　
　
　
　
　
支
払
は
拒
蕾
で
巻
馨
？

　
「
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
和
服
を
買
う
契

約
を
し
ま
し
た
が
、
仕
立
て
て
も
ら

っ
て
い
る
う
ち
に
呉
服
店
が
倒
産
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
信
販
会
社
か
ら

は
支
払
い
請
求
が
き
て
い
る
の
で
す

が
、
商
品
が
届
か
な
く
て
も
代
金
を

支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し

よ
う
か
？
」

　
商
品
が
届
か
な
い
ー
な
ど
販
売
業

者
と
の
間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い

る
と
き
は
支
払
い
を
拒
否
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
、
割
賦
販
売
法

に
よ
り
支
払
い
を
拒
否
で
き
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

ω
商
品
の
全
部
、
ま
た
は
一
部
の
引

　
渡
し
が
な
い
と
き
。

㈹
現
物
の
型
式
、
数
量
、
色
等
が
見

　
本
や
カ
タ
ロ
グ
等
と
違
っ
て
い
る

　
と
き
。
（
セ
ー
ル
ス
マ
ン
の
説
明
と

　
商
品
が
違
う
と
き
も
該
当
）

㈹
商
品
の
引
渡
し
が
遅
れ
た
た
め
商

　
品
購
入
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
な
か

　
っ
た
と
き
。

㈲
商
品
に
欠
陥
、
損
傷
、
故
障
な
ど

　
が
あ
る
と
き
Q

㈲
商
品
の
販
売
条
件
と
な
っ
て
い
る

　
役
務
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
提
供
が
な

　
森
林
ま
た
は
森
林
か
ら
ー
㎞
範
囲

内
の
場
合
は
許
可
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
こ
の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
田
畑

の
あ
ぜ
焼
き
、
河
川
の
堤
防
、
道
路

の
周
辺
に
あ
る
稚
草
等
の
焼
却
も
火

入
れ
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
o

　
な
お
、
火
入
れ
規
制
の
対
象
と
な

ら
な
い
場
合
で
も
、
消
防
法
に
よ
る

「
揚
煙
行
為
」
と
し
て
届
出
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
留
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
役
所
農
林
課
林
務

係
溶
五
－
一
二
一
一
（
内
線
二
二
二
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
い
と
き
（
塾
付
き
の
教
材
の
販
売

　
で
、
塾
が
開
か
れ
な
い
と
き
な
ど
）

㈲
そ
の
ほ
か
販
売
業
者
に
債
務
不
履

　
行
が
あ
る
と
き
。

　
こ
れ
ら
の
場
合
の
ほ
か
、
強
迫
や

詐
欺
な
ど
に
よ
る
契
約
の
と
き
も
支

払
い
を
拒
否
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
支
払
い
総
額
が
四
万
円

未
満
の
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定

は
適
用
さ
れ
な
い
の
で
注
意
が
必
要

で
す
。

　
詳
し
く
は
市
民
課
内
・
消
費
生
活

相
談
室
　
留
倒
二
一
一
一
内
線
三
七
へ

ブ0
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【
材
料
】
　
（
4
入
分
）

　
あ
さ
つ
き
励
9
、
凍
ど
う
ふ
4
枚
、

臼
ご
ま
如
9
、
と
う
ふ
1
丁
、
ス
キ

ム
、
、
・
ル
飾
！
8
0
9
、
牛
乳
4
0
～
5
0
㏄
、

砂
糖
大
さ
じ
4
～
5
、
塩
少
量
、
パ

セ
リ
少
量
。

【
作
り
方
】

①
〕
あ
さ
つ
き
は
、
塩
を
入
れ
た
熱
湯

　
で
ゆ
で
て
お
ぐ
・
。

②
凍
ど
う
ふ
は
湯
で
戻
し
、
う
す
く

　
せ
ん
切
り
に
す
る
。

（
③
と
う
ふ
は
熱
湯
を
く
ぐ
し
て
、
ふ

　
き
ん
で
し
ぼ
っ
て
お
く
。

＠
臼
ご
ま
は
妙
っ
て
、
熱
い
う
ち
に

　
す
り
ば
ち
で
す
る
。
（
油
が
出
る
ま

　
で
十
分
に
す
る
）
こ
れ
に
ス
キ
ム

　
、
、
・
ル
ク
を
入
れ
、
ツ
ブ
ツ
ブ
が
な

　
ユ
リ
科
ネ
ギ
属
の
多
年
草
。
日
本

や
中
国
の
山
地
、
特
に
多
雪
地
に
多

く
、
栽
培
の
歴
史
は
千
年
以
上
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
早
春
に
緑
茎
と
鱗

茎
を
収
穫
し
、
あ
え
も
の
な
ど
に
し

て
食
ぺ
ま
す
。

　
花
は
初
夏
に
咲
き
、
小
さ
な
紫
紅

色
で
多
数
が
半
球
形
の
花
序
を
作
り

ま
す
。

　
大
平
地
区
に
お
い
て
盛
ん
に
生
産

さ
れ
、
年
間
約
十
ト
ン
の
あ
き
つ
き

が
各
地
に
出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

〔100gあたりの栄養素〕

エネルギー

たん白
肪　　質

カルシウム

実

ビタミンA

B1

B2

ビタミンC

あさつき

28Kcal

2，59

O．19
120m『

0，8mII

1，3001u

D，og岡

0，2mg

50皿q

ほうれん草

25

3。3

0．2

55

3，7

1，700

0，13

O，23

65

キヤr’くツ

艇

1，4

0．1

43

o，4

10

0，05

0，05

44

きゅうり

11

1．o

㎎
24

o，4

85

O，04

O，04

13

”
あ
さ
つ
き
（
糸
ね
ぎ
・
え
ぞ
ね
ぎ
）
”

ご
存
知
で
す
か
？

の
，

後藤さとさん1臼石）

　
，
・
な
る
ま
で
す
っ
て
器
に
と
っ
て

　
お
く
、
リ

⑤
C
ぼ
っ
で
、
お
い
た
と
う
ふ
を
な
め

　
ら
か
に
な
る
ま
で
す
り
鉢
で
す
る

⑥
④
と
⑤
を
混
ぜ
、
砂
糖
、
塩
を
加

　
え
、
牛
乳
で
ト
ロ
リ
と
な
る
程
度

　
に
の
ば
す
。

⑦
器
に
凍
ど
う
ふ
と
あ
さ
つ
き
を
き

　
れ
い
に
並
べ
、
上
に
⑥
を
か
け
、

　　モ
箋・オ’卿

嵐

消費生活モニター調査結果

、
夢

ス
キ
ム
ミ
ル
ク
入
り

　
　
　
あ
さ
つ
き
の
白
あ
え

◎

麟

窃

㊥

鳴

　
パ
セ
リ
の
み
じ
ん
切
り
で
飾
る
。

※
不
足
が
ち
な
乳
製
品
と
地
元
の
特

　
産
品
を
組
み
合
わ
せ
て
み
ま
し
た
．
．

※
材
料
は
り
ん
ご
や
糸
こ
ん
、
れ
ん

　
こ
ん
、
人
参
、
ほ
う
れ
ん
草
、
大

　
根
葉
な
ど
、
ど
ん
な
も
の
に
も
合

　
い
ま
す
。

調査H；昭和62年3月1目　臼石市

品　　名

1．砂　　　糖

2．しょう油
3．サ　ラ　ダ　油

4．小　麦　粉
、
／食5

6．マーガリン
7。牛　　　乳

タ8
9．　テで’シュベーバー

10．ラ　　ソ　プ

11，　フ。ロパンガス

12．カレーライス

13．理　髪　料

霧』
！マ4

15．灯　　　油

16．　レギュラーガソリン

17．軽　　　油

18．A　重　油

銘｝丙　・妄見季苔

上白糖 1kg

上級濃ロポリ容器ス、り1ぜ

ポリ容器スり 7009

薄力粉 1kg

並　　食 1袋

ソフトカルトン、入り2259

紙容器入り 1，000c，〔二

カルトン入り 2259

400枚　紙箱入り

幅30cm・長さ20m

10㎡（気体）

並　　食 皿

小学生調髪　（洗髪を含む）

コールド〔ショートカット）

（店頭価恪　　！8の

（配達料込み18の

1¢ 現　　　金
14 現　　　金
1ぞ 現　　　金

最高緬
280円
300

445

230

150

208

260

410

180

240

4，940

500

1．700

6．OOO

900

900

132

80

70

最低値
258円
250

338

205

145

158

198

355

98

150

4，290

450

1，500

5，000

756

756

120

75

50

平均値
267円
267

387

218

149

lgo

232

383

147

216

4，613

457

1，600

5，400

S38

S50

126

79

57

前月平均価格

269円
86ウ〕

対前月儘i格上ヒ

〈
］ 0．7％

△　 0．1

ill卜

150

194

226

387

146

ウ
一

4，679

457

1，600

5．485

797

8！4

117

76

56

O．5

△

△　 2．1

1，1）

△　 ］．o

1．o

△

△　 1．5

1，1

4，4

7．7

ら
O

1、0

備　　考
上昇品目：小麦妨、

牛乳、テで’シャペ

ーパー、汀油、レギ

ユラーガソリン、軽

油．へ重曲

下降品目巧糖、し
よう￥由、　食こノマン、マ

・一ガリン、ハダー、

ヴロパンカフ、、パー

マネント料

横ばい品目1サラゲ

￥由、ラノブ、カレー

ラゴス、埋髪料

ノ3

◎倦囎（勘⑫£oqク∈誤重次りの

　　　　働く婦人の家
　　働く婦人の家は、女性労働者及び一般労働者家
　庭の主婦等の福祉の増進をはかるための施設です。

　　各種開設講座・講習会等、その他サーク几活動と事

　業を行っておりますのでお気軽にご利用ください。

　◎申込み期間　昭和62年4月1日～4月20日まで

　　　　　　　働く婦人の家窓ロヘ
　◎受講料　　定期講座のみ無料・ただし教材費

　　　　　　　等については自己負担となります。

　◎託　　児　　満3才以上就学時前のお子さんを
・　　　　　　　　託児します。（夜間は不可｝

　◎学習講座開設時間
　　　○昼コース　11）：00～12二〇〇　13：00～15：00

　　　0夜コース　18：0〔）～21100

　　※詳しくは、働く婦入の家費5－5095へどうぞ。

定期講座

《受講生募集》
　　　　　　＜＞

講座名

料　　理

着　　付

込目木

ヘノチワーク

大正琴

籐工芸
社交ゲンス

簡単洋裁

肱
邑書

羊

手　　編

〃
導

内　　容
旬のものを使

っての料理

着物の常識と

美しい着方

気品のある木
目込、へ形

基礎から小もの

初歩コース
琴城流

初級コース

ゴ1し一ス・「刀い1！等

のステ’フを掌．1、

エフロントレス等

初歩から実用まで

スカート・

プラウス等

幕脳帰ヒーヶ一

暮しの啄隔己

定員

2’

15

］5

：o

20

2∩

15

15

15

15

21）

21）

間目叢
ハ

4月～
9月

4月～
12月

4月～
11月

曜　臼

ー
オ

第

L
木

第

第1、3
〔水1

第1、3
〔水1

第2、4
（木）

第2、4
（月1

L
土

第

第2、4
（火）

第1、3
1水1

L
金

第

L
土

第

第2、4
〔土1

L
金

第

時間
午後6時

～8時
午前11、1時

～12時
午後6時

～8時
午前10時

～12時

午前10時
～ユ2時

午後1時

～3時
午後1畔

～3時
午後7時

～9時
午後6時

～8時
午前10時

～12時

寺
上
寸

－
∩
D

後
～

午

午前10時

～12時
午前11）時

～12時

サークル会員募集

サーケル名 曜口
2
火

第
会けふ

、
写

　
一

シエイツアソつ体操

あすなろ会

すずかけサー卯し

第2、4
1木1

第2、4
（土）

時間
午前10時

～12時
土
才
上
守

7
　
9

後
～

午

午前10時

～12時

午後1時

～3時

㌧
斧跡

お煎 堪1初心者可）

ストレノチ㌧ヨキンケ

ヨーカをノ、れた体操て†

華道1池の坊1

1小原流）

　　　勤労青少年ホーム
　勤労青少年ホームでは、教養講座受講生、サーク

ル会員を募集します。

　〉利用資格〈　市内に住所、または勤務先をもつ

　　　　　　勤労青少年
　〉申込方法〈　勤労青少年ホームに用意してある

　　　　　　申込書で申し込んでください。

　　　　　　費5－3720でも受け付けます。

※自分達で新しくサークルを1乍ってみたいという方

　も大歓迎です。気軽にホームに相談してください。

※詳しくは、勤労青少年ホーム　費5－3720！・どうぞ。

レ開館時間　午後1時～9時

〉休館日第1・第3日曜日の次の月曜日

教養講座（4月20日から開講）

講座名

日本舞踊若柳流

吃調羊、
ト
一
－

書　　道

茶道裏千家流

料　　理

社交ダンス

華道池坊

華道小原流

砕
缶民

着　　付

期間

4月～3月

〃

〃

〃

〃

〃

ク

　ク
13，1，2月休講

曜日・開講時間

　月曜日
午後6時

　月曜日

午後7時

　月曜日
午後7時

　火曜日

午後7時

　火曜日

午後6時30分

　水曜日

午後7時

　木曜日

午後6時30分

　金曜日

午後7時

　金曜日

午後7時

　金曜日

午後6時30分

受講費用1教材費等1

戸子代、月600円

材料費実費

教材費、月450円

茶菓子代、月300円

材料費実費

無　料

花代、月2、000円

花代、月2，000円

斗オ無

無　料

趣味同好サークル

サークル名

山　小　屋（登山1

社交ダンス

ビンポン（卓球）

、
／

、
！

日会例

第1、3水曜日

毎週木曜日

毎週火曜日

毎週木陀日

ノ2



面
太
鼓
を
つ
く
っ
て
い
ま
す

林

孝
　
志
さ
ん
（
5
7
歳
）

▽
白
石
市
大
川
町
3
番
循
号

　
白
石
市
で
太
鼓
屋
の
看
板
を
出
し
た
の
が
明
治
元
年
、
曽
祖

父
が
基
礎
を
き
ず
き
、
二
忙
目
林
吉
四
郎
氏
が
専
陀
の
太
鼓
師

と
し
て
の
名
を
広
め
現
在
の
商
標
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
種
太
鼓
製
造
販
売
更
生
修
理
業
に
忙
し
い
毎
日
を
送
る
林

孝
志
さ
ん
は
四
代
目
、
五
代
目
の
美
佐
男
さ
ん
と
と
も
に
太
鼓

の
製
作
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
繊
細
な
笛
の
音
と
は
対
称

的
に
全
身
を
震
い
た
た
さ
れ

る
よ
う
な
太
鼓
は
、
今
も
祭

り
に
は
欠
か
せ
な
い
楽
器
の

一
つ
で
す
が
、
皮
を
鋲
止
め

す
る
長
胴
太
鼓
の
職
人
に
比

f

．
》

茜胴［
〆

簿
，

～
・
β
、
・

臥

　｝桝一
蕪

　
太
鼓
に
は
長
胴
太
鼓
を
は
じ
め
締
、

太
鼓
、
和
太
鼓
、
桶
胴
太
鼓
、
平
太

鼓
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
太

鼓
に
は
、
和
牛
か
短
角
牛
の
メ
ス
の
、

五
歳
か
ら
八
歳
く
ら
い
ま
で
の
お
産

を
し
た
こ
と
の
な
い
、
よ
く
放
牧
さ

れ
た
牛
の
皮
が
よ
く
、
ま
た
首
、
肩

な
ど
使
用
す
る
皮
の
位
置
に
よ
っ
て

も
微
妙
に
音
が
異
な
る
そ
う
で
す
。

　
皮
は
専
門
業
者
に
頼
ん
で
集
め
、

毛
抜
き
は
最
も
手
数
、
日
数
の
か
か

る
『
コ
ヌ
カ
抜
き
』
の
昔
な
が
ら
の
技

法
に
よ
り
皮
を
痛
め
な
い
よ
う
に
加

工
し
ま
す
。
皮
を
縫
う
糸
も
山
マ
ユ

の
糸
に
松
ヤ
ニ
と
食
油
を
混
ぜ
た

　
大
櫓
と
は
天
守
閣
の
こ
と
で
あ
る

‘
が
、
仙
台
城
に
天
守
閣
が
な
か
っ
た

の
で
白
石
で
は
遠
慮
し
て
大
槽
と
呼

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
い
ま
益
岡
公
園

・
．
の
西
北
隅
一
段
高
い
場
所
、
俗
に
三

階
と
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
か
む
ふ
き

、
幕
末
時
の
大
権
は
瓦
葺
白
壁
の
建
物

で
三
階
建
、
上
層
は
九
×
五
・
四
（
メ

ー
ト
ル
以
下
同
じ
）
、
中
層
一
二
・
六

×
八
・
一
、
下
層
は
一
六
・
二
×
一

、
0
・
八
、
石
垣
の

高
さ
九
・
三
、
櫓

べ
、
締
太
鼓
を
造
れ
る
職
人
は
少
な
『
チ
ャ
ン
』
と
呼
ば
れ
る
風
化
防
止
剤
、

く
な
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。
　
を
塗
り
、
三
角
針
で
縫
い
あ
げ
ま
す
。

　
「
父
に
自
分
で
履
く
靴
く
ら
い
は
こ
の
と
き
大
切
な
こ
と
は
皮
の
張
り

自
分
で
造
れ
と
高
校
生
時
代
か
ら
言
具
合
－
音
を
確
か
め
な
が
ら
皮
を
さ

わ
れ
、
・
て
れ
が
太
鼓
師
の
基
礎
と
な
ま
ざ
ま
な
方
向
に
ヒ
モ
で
引
張
っ
て

る
皮
師
と
し
て
の
目
を
養
う
の
に
役
調
整
し
て
い
き
ま
す
。

、
．
夢
　
　
　
・
　
に
立
ち
ま
し
た
」
　
「
皮
の
厚
さ
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ

　
　
岬
一
一
　
　
　
　
「
太
鼓
の
胴
は
昔
ん
。
こ
れ
を
カ
ン
ナ
で
削
っ
て
一
定

　
　
蹴
　
　
　
　
は
木
地
師
に
造
っ
の
厚
さ
に
し
て
い
く
の
で
す
が
、
失

　
　
㌦
噛

　
　
　
　
　
　
　
て
も
ら
っ
て
い
ま
敗
し
た
と
き
は
］
日
仕
事
が
手
に
つ

　
鳥

i
一

　恥
q

、
蔦

メ雛
　
照

噺

し
た
が
、
今
は
外
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
話

注
し
て
い
ま
す
。
　
す
林
さ
ん
。
趣
昧
は
学
生
時
代
か
ら

何
し
ろ
荒
び
き
し
続
け
て
い
る
社
交
ダ
ン
ス
と
刀
剣
鑑

て
三
年
は
ね
か
せ
賞
だ
そ
う
で
す
。

て
お
か
な
け
れ
ば
　
「
太
鼓
の
皮
と
し
て
本
当
に
音
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ん
　
ば

割
れ
て
し
ま
う
こ
い
の
は
馬
皮
－
特
に
翰
馬
の
皮
が
よ

と
が
あ
り
ま
す
か
い
の
で
す
が
、
な
か
な
か
手
に
入
り

ら
ね
」
ど
林
さ
ん
。
ま
せ
ん
」
と
太
鼓
師
の
本
音
を
ポ
ツ
リ
。

の
総
高
さ
一
五
・

．
六
で
遠
く
か
ら
眺

『
め
る
こ
と
が
で
き

た
。
そ
の
櫓
の
棟

の
両
端
に
あ
げ
て

　
　
　
し
ら
ち
か
わ
ら

あ
っ
た
鯖
瓦
が
蔵

本
の
旧
家
菊
地
民

・
衛
氏
の
庭
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。
最

初
、
大
櫓
は
二
階

．
建
で
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、

た
ら
し
い
．
、
本
来
、

郷土史アレ欝レ

き
建
て
ら
れ
た
と
い
う
説
が
有
力
。

昔
の
大
櫓
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
M

五
月
二
日
城
内
か
ら
の
失
火
で
他
の

建
物
と
と
も
に
全
焼
し
た
。
こ
の
建
。

物
は
城
の
シ
ン
ボ
ル
だ
け
に
復
興
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
ド
ヤ
リ

大
変
だ
っ
た
。
屋
根
瓦
は
蔵
本
の
菅

蛋
時
㊦
で
焼
き
運
ん
だ
。
大
工
仕
事
、

内
外
の
壁
や
一
部
漆
塗
り
な
ど
の
装

飾
費
用
な
ど
、
ど
の
位
か
か
っ
た
か
・

は
不
明
だ
が
藩
か
ら
も
多
額
の
借
金
、
．

　
　
　
　
　
　
　
を
し
た
記
録
が
残
・

　
　
　
　
　
　
　
っ
て
い
る
。
と
も

　
　
　
　
　
　
　
か
く
四
苦
八
苦
し
ド

　　⑳

白石城大櫓物語

　
　
　
　
一
七
世
紀
中
頃
三
階
建
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
幅
が
い
つ
建

、
造
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
白

「
石
城
築
城
の
最
初
か
ら
造
ら
れ
た
も

『
の
か
、
片
倉
氏
が
入
城
し
て
か
ら
造

・
っ
た
も
の
か
不
明
で
あ
る
。
大
稲
の

あ
る
位
置
が
城
の
北
西
で
北
を
に
ら

ん
で
い
る
こ
と
や
、
本
丸
か
ら
大
憎

へ
登
る
構
造
が
会
津
若
松
城
と
似
て

い
る
と
こ
ろ
か
ら
蒲
生
領
時
代
の
と

す
る
た
め
、

げ
す
る
話
も
あ
っ
た
が
、

現
し
な
か
っ
た
．
．
そ
の
後
、

部
氏
が
白
石
城
主
に
な
っ
た
り
、
按

　
　
　
　
　
と
ん
し
よ
　
　
　
　
　
ぬ
し

察
府
・
兵
隊
屯
所
な
ど
主
は
変
わ
っ

た
が
ろ
く
に
利
用
さ
れ
ず
、
明
治
七
．

年
（
一
八
七
四
）
七
月
民
間
に
払
い
・

下
げ
ら
れ
、
う
や
む
や
の
中
に
解
体
・

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

　
　
て
四
か
年
か
か
り
ド

　
同
六
年
九
月
大
櫓
・

　
　
の
落
成
を
見
た
。

　
　
こ
う
し
て
で
き
た
．

　
大
櫓
も
幕
末
の
成
、
』

　
辰
戦
争
に
は
出
番

　
が
な
く
、
片
倉
家
・

　
が
北
海
道
開
拓
に
、
［

　
出
向
い
た
と
き
、

　
　
　
　
　
　
　
ね
ん
し
ゅ
つ
　
ア

　
そ
、
の
費
用
を
捻
出

一
時
片
倉
家
に
払
い
下
、

　
　
　
　
　
こ
れ
も
実

　
　
　
　
　
　
盛
岡
南
一

ノ4

　　　　　　　　F　一　一　　　　　　　皿　　　　　　　一　　『　　　　　皿　　　　　w　ゴ　　　　　　』　皿
一　－

一

イ
ド
ル

プめ家
へ

…
がわ

伊藤　真也ちゃん（白石）

　康夫さん、あさのさんの長男

ママからひとこと

　ミやさしい子に

　　　育ってほしいミ

獅
．
灘

馨
、

馨

編
、

一

’
し
ー「

譲
〆

蓄
、
鴨
、

　
酸

㍉懲継の。響び　ン・惚
「かさじぞう」

のぐち　よしたろう　　　ホ　　ラ

わたしの

　か暫鞍勿
蜘懲

－
翻
　
4
滞
嘱

　「一輪車」

　　樋渡　輝代（深谷小6年）

鍵
ゆ
鳩
澱
継

轡
、
？
非

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
〔
自
石
市

字桜

小
路
3
5
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

歌
　
　
壇

欠
く
る
な
く
再
び
集
う
日
を
約
し
手
を
振
り
別
る
る

級
友
を
見
送
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

旧
正
月
の
賑
わ
う
街
に
独
り
来
て
春
を
呼
ぶ
花
店
に

選
び
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

命
あ
り
て
シ
ベ
リ
ヤ
よ
り
帰
還
を
せ
し
夫
と
わ
れ
は

歩
ま
ん
一
日
一
日
を
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

思
ひ
い
し
事
の
ひ
と
つ
を
成
し
終
い
て
陽
射
し
の
庭
に

蝋
梅
眺
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

還
暦
の
夫
を
祝
ふ
と
つ
れ
だ
ち
て
霧
に
け
ぶ
れ
る
秋

保
に
来
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
敏
子

彫
刻
刀
を
器
用
に
き
ば
き
し
亡
き
人
の
文
箱
に
残
る

ア
ネ
モ
ネ
の
花
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

脱
線
の
車
両
大
き
く
映
り
で
て
今
日
の
ニ
ュ
ー
ス
ソ

ー
ス
話
題
湧
か
し
ぬ
　
　
　
　
　
若
桑
謙
一

柔
ら
か
き
春
陽
を
受
け
て
福
寿
草
は
真
昼
の
土
手
に

か
が
や
き
て
咲
く
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

分
校
の
寮
生
活
の
思
い
出
を
生
徒
は
胸
に
巣
立
つ
日

近
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

三
つ
編
み
の
あ
の
子
が
編
ん
で
る
セ
ー
タ
ー
の
行
く

先
思
い
今
日
も
眠
れ
ず
（
中
三
）
　
　
小
室
　
　
孝

　
　
　
　
「
評
」
一
首
目
、
あ
る
年
令
に
な
る
と
同
級
生
の
集

　
　
　
り
も
健
康
の
話
が
中
心
に
な
る
、
再
び
集
う
日
も
・

　
　
　
今
日
の
よ
う
に
皆
ん
な
で
元
気
な
姿
で
会
い
ま
し
ょ

　
　
　
う
と
手
を
振
り
な
が
ら
帰
る
友
を
見
送
る
、
ま
さ
に

　
　
　
一
期
一
会
の
思
い
で
あ
る
。
二
首
目
、
明
る
，
・
、
心
た

　
　
　
の
し
い
歌
で
あ
る
「
春
を
呼
ぶ
花
」
は
シ
ク
ラ
メ
ン
か
桜

　
　
　
草
で
も
あ
ろ
う
か
、
求
め
た
花
の
名
を
詠
ん
で
も
よ

　
　
　
か
っ
た
と
思
う
。
三
首
目
、
厳
寒
の
シ
ベ
リ
ヤ
抑
留
よ

　
　
　
り
命
あ
っ
て
無
事
帰
っ
た
夫
と
一
日
一
日
を
大
切
に

　
　
　
生
き
て
ゆ
こ
う
と
す
る
感
動
的
な
作
品
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
一
一
一
選

俳
　
　
壇

高
窓
に
雲
流
れ
ゆ
く
寒
造
　
　
　
　
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
〔
評
）
酒
蔵
の
窓
は
蔵
の
天
井
近
く
に
高
く
つ
い
て
い

　
　
る
。
そ
の
窓
を
雲
が
流
れ
つ
づ
い
て
い
る
。
酒
の
仕
込

　
　
み
の
頃
の
天
候
は
荒
れ
が
ち
で
あ
る
．
、
、

ド
カ
雪
は
み
ち
の
く
ぶ
り
に
し
た
た
か
に
高
子
た
ち
ば
な

　
　
　
（
評
）
雪
の
す
く
な
い
年
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、
あ
る
日
突

　
　
然
ど
か
雪
が
降
っ
た
。
み
ち
の
・
・
，
ら
し
い
大
雪
な
の
で

　
　
あ
る
。
天
変
地
異
が
つ
づ
い
て
い
る
最
近
で
あ
る
。

鉄
せ
ん
の
枯
蔓
引
け
ば
力
あ
り
　
　
　
佐
藤
　
善
夫

　
　
　
（
評
）
枯
れ
て
ゐ
る
鉄
線
の
蔓
な
が
ら
引
い
て
み
る
と

　
　
　
手
に
応
え
て
強
い
力
を
感
じ
た
。
植
物
の
強
さ
を
感
じ
る
。

暖
冬
に
裸
子
の
芽
の
ふ
く
ら
み
て

見
の
知
ら
ぬ
数
人
集
ひ
媛
炉
た
く

春
の
風
邪
広
げ
し
ま
ま
の
文
庫
本

春
の
風
邪
マ
ス
ク
を
掛
け
し
人
多
し

餌
を
撤
く
別
れ
の
近
き
白
鳥
に

粉
雪
舞
ふ
夫
の
日
な
れ
ば
花
買
ひ
に

春
耕
に
気
負
ひ
て
腰
を
痛
め
け
り

　
　
◎
四
月
は
吟
後
、

　
　
題
　
当
季
雑
詠

近
内
　
キ
ヨ

勅
使
瓦
令
造

青
木
　
良
子

高
橋
和
歌
子

日
下
　
　
文

甲
斐
咲
子

川
村
　
静
恵

中
央
公
民
館
で
旬
会
と
な
り
ま
す
。

鈴
木
貞
二
選
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塵白石市水道事業職員募集
〉職種及び採用予定人員

　初級・水道技術員　1名

〉職務内容　水道事業所に勤務し、

　管工事施工・管理等の技術的、

　専門的業務に従事する。

レ受験資格　昭和38年4月2日か

　ら昭和44年4月1日までに生れ

　た者で、高校卒業程度の者

〉試験日時5月11日（月）午前10時～

レ試験種目　作文試験、面接試験、

　　　　　　身上調査

〉試験場　白石市役所

＞合格発表　5月下旬（合格発表

　は市役所前掲示板に受験番号を

　掲示して行います、なお同時に

　受験者全員に試験結果を通知し

　ます。）

〉採用年月日　昭和62年6月1日

〉給与　白石市職員の給与に関す

　る条例の定めるところにより、

　原則として、労務職給料表1級

　5号俸〔95，600円）から1級14号

　俸が支給されます。このほか、

　同条例の定めるところにより諸

　手当が支給されます。

レ受験手続　受験申込用紙は、臼

　石市役所秘書企画課人事係に用

　意された用紙を使用し、所要事

　項を記入して提出してください。

＞申込み受付期間　昭和62年4月

　1日（水）～4月20日（月）まで

※郵送の場合は、最終日の消印有効

〉申込み受付時間

　平日8：30～17100／土曜日8130～正午

（11受験手続、その他受験に関す

　る問い台わせは、白石市宇桜小

　路35・自石市役所秘書企画課人

　事係岱5－211！（内線326）へ。

（2〉受験申込用紙の請求、受験に

　関する問い合わせ等を郵便で行

　う場合は、あて先明記の返信用

　封筒（60円切手貼付）同封のこと。

17

麟62年腰白石市矢掌生募集

　市内に1年以上住んでいる方の

子弟で高等学校以上の学校、また

は、これと同等の学校に存学する

学術優秀、品行方正、心身ともに

健全で、経済的事由により学資の

支弁の困難な学生を対象に奨学生

を募集します。

●募集人員　大学生＝5人以内

　短大生：3人以内　高校生12

　人以内（応募状況によ「）変更す

　る場合もあります。）

●貸付金の額

　
　
　
続

生
生
生
手

学
大
校
の

大
短
高
請

　
　
　
申

　
　
　
●

月額20，000円

月額20，000円

月額10，000円

　　教育委員会事務局にある申請

　用紙に所定の事項を記入し、学

　校長の推せん書・成績証明書・

　在学証明書を添えて5月11日（目1

　までに申請してください。なお

　日本育英会等の奨学金を受けて

　いる方は、ご遠慮ください。

●貸付金の償還

　11）貸付期間満了の6か月後から

　　月賦均等償還により、貸付を

　　受けた期間の2倍に相当する

　　期聞内に償還する。

　　（繰り上げ償還もできます〉

　（2）償還金は納入通知書により市

　　内の収納代理金融機関に納入

　　します。

詳しくは、教育委員会事務局総務

係酋5－2111（内線414・415）へ。

翻青年海外協力隊員募集

　アジア・アフリカ・中近東・中

南米・南太平洋の開発途上にある

国々に対して経済・社会の発展の

ために技術・技能を身につけた、

心身ともに健全な青年を派遺して

各国の国づくりに協力しています。

協力隊では、昭和62年度春の隊員

を募集します。

　詳しくは、青年海外協力隊事務

局〒150東京都渋谷区広尾4－2－24

ao3（400）7261へ。

醐寿山団地

　一一般分譲住宅　宅地分譲

〉募集期間　4月11日～4月27日

〉募集内容　O一般分譲住宅10戸

　　　　　　○宅地分譲　71区画

〉受付方法　公社事務所・現地案

　内所へ申込書を直接持参または

　郵送（4月27日消印有効）

※詳しくは、宮城県住宅供給公社

〔仙台市上杉一丁目！番20号〕

智022－261－6161または、市建設課

費5－2111（内線241、242〉へお問

い合わせください。

騨62年度テレビ利用

　　　　家庭教育学級生募集

　「家庭における子どもの育て方」

について、テレビを利用しながら問

題点などを話し合う勉強会です。

〉対象　①幼児学級（3～5歳児

　を持つ母親）20名

②小学生（前期）学級（1～3

　年生の保護者）　20名

　③小学生（後期）学級（4～6

　年生の保護者）　20名

〉期間　昭和62年5月～63年3月

　　　　1月1回、10時～12時）

〉場所　白石市中央公民館

　　　　（視聴覚室1

〉利用するテレビ放送

　「NHKおかあさんの勉強室」

〉申し込み4月30日1木ぽで白石市

　教育委員会社会教育係智5－2111

　（内線4121へお申し込みください。

麺宮城技能開発センター

　　　　各種講習受講者募集

　技能向上をめざす方や新しい分

野での知識や資格を身につけたい

方は、この機会にぜひ受講しまし

よう。

》講座内容　ワープロ基礎講座、

　簿記講座、住まいの塗装、ウッ

　デイ・ケラフト、ガス溶接など。

※詳しくは、雇用促進事業団・宮城

技能開発センター開発援助課費022

－362－2254へお問い合わせください。

圃婦．尺ホラ．／ティア学級

　　　　　　　　　8期’窒募．隼

　〉対象　白石市在住の婦人

　　　　　（20歳以ヒの方）

　〉期間　昭和62年5月～64年3月

　　　　　（月1～2同・1回2時間程度）

　〉場所　白石市中央公民館

　レ主な学習内容

　○ボランテfアの正しい理解

　016ミリ映写技術の習得

　○他市町との交流研修並びに視察

　o文fヒ財にっいての学習

　O手話の学習
　○ゲートボールの実技及び審判資

　　格取得

　〉申し込み　4目30日（れまで自石市

略　教育委員会社会教育係費5－2111

　　（内線4！2）へお申し込みください。

醐宮城県青年の船団員募集
〉運航日程

　昭和62年8月18日（火1～8月30日（日〉

〉訪問先　中華入民共和国

　　（上海市、南京市、無錫市）

〉応募資格　（1）20歳以｝二30歳未満

　の男女　〔2）過去に県青年の船団

　員となった者を除く，、

レ募集人員　県全体324へ

〉経費　（11参加負担金！65，000円

　　　　〔2）諸　経　費　40，000円

〉主な活動　船内での研修活動の

　ほか、訪問先ではへ民社等の視

　察や家庭訪問、中国青年との交

　歓会などを行います。

〉申込み期間　4月1日～5月15日

レ申込み先　白石市教育委員会社

　会教育係智5－2111（内線412）

○　　図　　書　　館　　　○
螺《与鱒ゐ・ら1綱1鵜糖書，酵翻鱗1奮します．ヴ

　　4月からは、次のように日曜日

1も開館します。ご家族そろって、よ

　り一層図書館をご利用ください。

1〉全日脚開館ただし・10月1

1か茸、がはし
　

：　書きかえは、備え付けの用紙に
し

住所・氏名、電話番号などを書い

て出してください。初めて本を借

りる方も受付で登録の手続きを済

ませてから本をf昔りてください。

　日から10月10日、年末年始の間’

　の日曜日は休館します。
　　　　　　　　　　　　　　　　
〉業務内容　図書の貸出し、返却i

　図書の受領を行います。

翌月lllか硫，本の貸鵬し登録番琴の書き

　　　　　　　まります！子とも読書室も同し）

索図書館案内

○開館日時

　月～土日輩日　 9：00～16：55

i日曜日10：00～16：00
F
O休館日l

l　毎月末日（日曜日のときは前日〉

［国民の祝日（日曜日のときは月曜日）

　館内整理のため10月1日～10月
11。日、年末年始、その他

　

I　O小原分館の開館日時　月～金曜

　日9：00～16：55　土日擢日9：00～

　12：00　休館日：日曜日、国民

　の祝日、その他
1★イ本嚢官繭σ）お1稲らセl

l　4月29日伽　天皇誕生日

　4月30日休）月末館内整理の日

　　5月4日（月）振替休日

　5月5日（火）子どもの日

　　5月30日（b　月末館内整理の日

　移動図書館ミこまくさ号モでも、

4月から登録番号の書きかえをい1

たしますので利用されるときに手i

糸売きをしてください。

　　　　　　　　　　　　　　　1

☆図書館利用案内

o本は期間内に読めるだけ借りら

　れます。子ども（幼児から小学i
　　　　　　　　　　　　　　　ト
　校6年生まで）は5冊以内です。1

・職場・家族・グループでまと副

　て借りられます。　　　　　　i

Qイ昔りられる期間は15日間　（新刊i

　雑誌は3日間）グループは1か

月間脚られます。　　1
0読書相談、調査研究の図書資料1
　　　　　　　　　　　　　　　ド　の相談などのある方は係に申し1

　出てください。　　　　　　　F

O子どもの読書室は、赤ちゃんか1
　　　　　　　　　　　　　　　　ら幼児、小・中学生、子どもの1
　　　　　　　　　　　　　　　　
　本に関心のある方など、どなた1
　　　　　　　　　　　　　　　　　でも利用できます。紙芸居も用1

意しています。　　　！

　　図書館　智6－3004　　　　1
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岱5－2111（代表）

市役所の所在地
〒989－02

白石市字桜小路35

◆・新婚さんにプレセントイ呆険

　市では、62年度から新婚の夫婦

にお祝いとして、一年間有効の交

通事故傷害保険をプレゼントいた

します。対象となるのは白石市に

居住する新婚夫婦で補償期問は市

役所に婚姻届を出した日から一年

間となります。

◆葉たはこ黄斑えそ病

　　　　　防除協力のお願い

　昨年は、たばこ黄斑えそ病が白

石を中心に県内全域に発生し、大

きな被害を受けました。この病気

は、病気のばれいしょのジャガイ

モYウイルスがアブラムシに運ば

れて葉たばこに被害を及ぼすとさ

れています。たばこ組合では各種

対策を講じますが次のことにご協

力下さい。

（1）種いもは検定済の健全なものを

　植付け、自家採取いもは汚染の

　恐れがあるので、検査に合格し

　たものを植付ける。

（2）不用いもは、焼却するか土中に

　深く埋めて下さい。

融ばれいしょとたばこの近接裁培

　の回避が困難の場合は、アブラ

　ムシ防除の薬剤散布にご協力願

　います。

　農業改良普及所、市、農協等関

係機関の指導・協力により防除に

つとめてまいりますのでよろしく

ご協力ください。

1　春の川干し火の元にご注意1
1刷く路のし，Dんせつと補修のた

囎翠藩編葬創
1とともに火の元にご注意くだ劉

　〉期問　4月25日（＝L）午前6時から1
14月27日（月）午後5日寺まで（3日間）l

l　　　　　　　　　I》区域自石土地改良区管轄用水i

　路全域　　　　　　　　　　l
l　　

＿＿＿＿．冒＿
冒 ＿一＿『T一 ．一＿．『 ．』．

一」

奄昭和62年度狂犬病予防注

　射及び登録について
　狂犬病予防法の規定により予防

注射と登録を実施いたします。日程

については「狂犬病予防注射及び登

録について」のチラシをご覧くださ1、・。

〉対象犬　生後91日以上の犬〔番

　犬、猟犬、座敷犬など全ての犬）

〉経　費　1頭につき4，700円

○予防注射を受けさせない飼主は、

　狂犬病予防法により3万円以下

　の罰金に処せられます。

○最近咬傷事件が多発しています。

　放し飼いは絶対しないでください。

※期間中日程の都合のっかない飼

い主の方は、次の指定獣医師と事

前に日時を調整のうえ予防注射を

受けてください。

指定獣瞬臨　窪　　　所　電話

斎藤　好

久善保

自石市宇半沢屋敷前73

白石市斎川宇御案内歴

6－2235

5－5954

◆・種別変更届 は速やかに．1’

　4月から、法入事業所に勤めて

いる人は全員が健康保険および厚

生年金保険に加入することになり

ました。

　これに伴い、これまで法人事業

所に勤めながら国民年金に加入し

保険料を納めていた人（第1号被

保険者）は、厚生年金保険に加入

（第2号被保険者）することにな

ります。

　また、扶養されている配偶者も

国民年金に加入し保険料を納めて

いましたが、届出（第3号被保険

者〉することにより保険料を納め

る必要がなくなりました。

　届出方法は

①厚生年金保険に加入したとき…

　14日以内に種別変更届（第2号

　被保険者該当）

②扶養されている配偶者…30日以

　内に種別変更届

　を、提出してください。

　詳しくは、市民課国民年金担当

窓口まで。

プ9

奄エイズはこんな病気です
　エイズにかかると、生きるため

に必要な体の低抗力が壊され、重

い肺炎や、ある種の『ガン』に侵

されやすくなります。

〉エイ、ス♂、｝原因ぱウイハス〔す

　エイズウイルスを持っている人

　の血夜や精液が体内に入ると感

　染します。

レエィスσフ予13声は1生臼〕1妻角璽に1主誉

　エイズは、性的接触以外の日常

　生活でうつったことのない、う

　つりにくい病気です。日常生活

　で触れる程度の血液や、食べ物・

　飲み物・食品や、くしゃみ・せ

　き、握手・おフロ・トイレ等か

　らはうつりません。

レ心配なら検査を

　うっったと思うときから2ケ月・

　くらいたってから血液検査を受

　けましよう。

》エイスについてソ斤目

　仙南保健所臼石支所奮5－2107か宮

　城県公衆衛生課管1）22－263－2111へ。

　お名前なしでも相談できます。

　・φ、薗刀境以上の方に

　　　　　　市敬老祝金を贈呈

　　本年12月31日までに満77歳以上

　（明治43年12月31日以前び）出生者）

　になる方で、本年3月31日現在に

　おいて、日本の国籍を有し、白石

　市に住所を有する方に市敬老祝金

　を贈呈いたします。

　レ贈呈日時　昭和62年4月24日（金）

　　　　　　　午前9時～午後4時

　＞敬老祝金の額　年額5，1）00円

　〉持参するもの　通知書、印鑑

　※受領は代理人でもかまいません。

　通知書は4月18日付で発送します

　が該当される方で通知がない場合

　は、市社会福祉事務所総務係費5一

魅2111（内線147・！49）にお申し出

　ください。

　　　　　贈　呈　場　所

顔　葱　甦　曇　四　国　回　曾　o　自　1　野　四　国　壇

官公庁だより

地区名

臼　石

大　平

福　岡

越　河

斎　川

大鷹沢

白　川

小　原

場　　　所

社会福祉事務所

〃

〃

越河事務連絡所

斎川事・矛芳遵弊各戸斤

大鷹沢事務連絡所

白川事務連絡所

小原事務連絡所

醗さ狸駈苗菌国il霞圃巴幽凹・1圓

☆身障者に

　・青い鳥はかきフレセント
　郵便局では、4月20日発行の「青

い鳥ハガキ」を重度の身体障害者

の方にプレゼントいたします。

〉対象　身体障害者手帳の交付を

　受けている方で、一級または二

　級に該当し、6歳以上の方。

〉受付期間　4月1日～5月31日

〉申出方法　お近くの郵便局と福

　祉事務所に備え付けの整理票に

　記入し、印鑑と同手帳を持って

　お近くの郵便局へお申し出くだ

　きい。（直接申し出ることができ

　ない場合は、代理人もしくは郵

　便でも可能）

〉配布方法　1人につき20枚（4月

　20日以降、白石、越河、大鷹沢、

　小原、宮、北白川の各郵便局に

　直接申し出た場合は窓口で）

※詳しくは、白石郵便局台5－2743

へお問い合わせください。

たばこは市内で買いましよう

＊ドげ1市準小企業振興資無あっせんのお知らせ

　市内に居住する中小企業者で事

業資金を必要とする八に村し、市

が融資のあっせんをすることによ

り中小企業者の金融を円滑にして

経営の含理化を図る二とを目的に

融資を行っております。

　なお、貸付期闇並びに貸付利率

が金融機関のご協力により昭和62

年4月1日より次のとおり改正さ

れました。

※融資の申し込みは白石商工会議所へ。

制　度　名

中小企業振興資金

小企業小口資金

〃

資金使途

運転資金

設備資金

運転資金

設備資金

融融眼度額

500
万円

500

200

200

貸付期闘

5
午

7

3

5

金　　利

5．8
％

5．8

5，8

5．8

☆労働保険料の申告納付は

　　　　　5月15日までです
一早めに済ませましよう！ノー

〉納付期間　4月1日～5月15日

レ納付手続　最寄りの銀行、郵便

　局、県雇用保険課、宮城労働基

　準局、労働基準監督署の窓ロヘ。

レ申告書の色別は　ふじ色は雇用

　保険料のみに、黒色は雇用・労災

　の両保険料または、労災保険料

　のみの申告に使用してください。

※詳しくは、県雇用保険課智022－2

63－2111（内線3642～3644）または、

宮城労働基準局労災補償課智022－

221－6111へお問い合わせください。

★確定申告か間違っていたときは

　確定申告書を提出した後で、申

告内容に間違いがあることに気づ

いたり、うっかり確定申告書の提

出を忘れている人はいませんか。

　もう一度確認をしてください。

　税額を少なく申告していたとき

は「修正申告」を、また、多く申

告したときは「更生の請求」をし

て正しい税額に訂正しましよう。

　詳しくは、最寄りの税務相談室

や税務署にお尋ねください。

★白色申告者の記帳

　　　　　　　記録保存制度

　青色申告でない人でも事業所得

等（事業所得や不動産所得、山林

所得）のある人で次のいずれかに

当たる人は、記帳をする必要があ

ります。

①その年の前年12月31日において

　前々年分の事業所得等の金額の

　合計額が300万円を超える入。

②その年の3月31日において前年

　分の事業所得等の金額の合計額

　が300万円を超える人。

　記録した帳簿や書類などは、整

理して7年間（特定の書類は5年）

保存することとされています。

　詳しくは、最寄りの税務相談室

や税務署にお尋ねくださ1、㌔

ノ8



カメラ・，ニュ呼ス、 休日急患当番医
月　El

4／5
12
19
26
29

5／3
4
5

内 科

亘理医院（5）8501
大沼医院（5）2502
刈田病院（5）2145
広瀬医院（5）0238
三三1甫1クリニック　（5）6854

柿崎医院（5）2210
亘理医院（5）8501
大沼医院（5）2502

外 科

刈田病院（5）2145
宮城医院（6）2062
刈田病院15）2145
加藤（大）医院　（512653

堤医院（5）1181
斎藤医院（511222
刈田病院15）2145
朝倉病院㈲2101

　落合恵子氏の文化講演会

　3月15日、中央公民館において
落合恵子氏の「与、生命か身，」と

いう文化講演会が行なわれました。

　冒頭「私が生まれたのは昭和20
年ですから満42歳になります。こ
れはごまかしても計算すればす1“
恥かることですから…」1こ♪易内ゲ暴笑D

　　劇
　
　
、
・
　
ン
　
　
で
火
小
＋

論
．
　
　
　
　
爆
　
　
　
　

詮
口
の
平
剤

藍
■
謎
　
」
」
校
臭
た

　
　
　
　
　
　
「
幽
仮
器
た
し

　
綴
っ
て
お
く
と
便
利
で
す
。 月2日休校しただけで3日から体

育館と特別室の仮校舎で授業を再
開っ「ヘーデ、’・一f」と元気な声
力演宮内に響きわたハて’いました，

・G月19日、rl中体育館において
卒業式が行なわれました。

　ちびっ子のひなまつり
．月あかりをっけましょ71一ンホ01に
～∫ヲ去る3月31』1、第二二まか村佳［i劇しち

ひなまつりが開かれ、口分たちて
f乍ったひな飾りの前での歌　宝さ
力言しケポー二・1こ園児たち1よチ：1よしr；

ぎコ小さ1、為組の園児たちと，す＿か
り『剰’生～舌1二・1’貫イ1、た璽．』・一・きり蕩1§し

んでいました，，

　　　　　　　鯉A、r1｝！1き　　目

※都合により変更になる場合もあります。

相談区分

市長相談

人権擁護
相　　談

行政相談

生活相談

社会保険
相　　談

税務相談

消費生活
相　　談

補聴器巡回

サービス

婦入相談

無料法律
相　　談

身障者
相　　談

青少年
相　　談

日談相

15

15

15

15

6・25

！5

15

　
　
金

15

週
殊

　
毎
月

リオン

10・23
ニホン

　17

15

15

9

　
　
ム
董

5
　
木

1
週
飾

　
毎
肝

時問

10：00～

　12100

10100－

　15：00

10100～

　15＝00

10100～

　15100
10：00～

　12＝00

9130～
　15＝OO

10：30～

　15：00

10100～

　15＝00

13：00－

　14＝00
10：00～

　11：00

10100～

　15100

10100～

　15100

9＝00～

　15100

9；00～

　17100

臼婬在．嫉コ、に，・

談
　　　（4月分）

場　所

白石市役所
1階市民室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

白石市役所3階

第3会議室

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所1階
消費生活相談室

福祉事務所

白石市役所2階

第2会議室

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
階
　
一

4
　
　
タ

所
談
ン

役
相
セ

市
年

石
少

白
青

内　　容

市行政に対する質問、

要望等について、川
井市長が直接相談に
応じます。

結婚、離婚、遺産相
続、借地借家、雇用
差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行ろ仕事について

困っていることや希
望等

市民の日常生活上の
困りごと

健康保険、船員保険、

厚生年金など

相続や贈与、土地売
買に関する税金、法
人の税金などの相談

買物苦情、消費生活
一般

補聴器の修理、調整
など

家庭内の人間関係や
異性との問題等で悩
んでいる女性の方

法律についての困り
ごと

身体障害者薄弱者の
生活、職業、結婚等

子供の教育上の相談

，諸111辱じ一ご・』土
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ご
び
出
す
な
　
ほ
く
た
ち
み
ん
な
の
合
言
葉

　
　
新
入
掌
児
螢
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
〃


